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(57)【要約】
【課題】照明のシーンの雰囲気を容易に確認する。
【解決手段】空間を照明する１以上の照明機器を制御す
る携帯端末の制御方法であって、携帯端末のコンピュー
タに対して、１以上のシーンアイコンと、シーン設定ボ
タンとを含むシーン選択画面を表示部へ表示させ、シー
ン設定ボタンが選択された場合、新規シーンを設定する
ための設定画面と、設定完了ボタンとを含むシーン設定
画面を表示部へ表示させ、ユーザによる設定画面の操作
によって設定された照明状態を示す設定情報に基づいて
１以上の照明機器を制御するための制御信号を１以上の
照明機器へ送信させ、設定完了ボタンが選択された後、
撮像部を起動させ、設定完了ボタンが選択されたときの
設定情報を新規シーンの設定情報として、かつ、撮像部
によって取得された画像を新規シーンのシーンアイコン
としてメモリへ記憶させ、新規シーンのシーンアイコン
を含む新規シーン選択画面を表示部へ表示させる。
【選択図】図２３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空間を照明する１以上の照明機器を制御する携帯端末の制御方法であって、
　前記携帯端末は、表示部と、撮像部とを備え、
　前記携帯端末の制御方法は、前記携帯端末のコンピュータに対して、
　前記１以上の照明機器による新たな照明状態を示す新規シーンを設定するための設定画
面と、設定完了ボタンとを含むシーン設定画面を、前記表示部へ表示させ、
　ユーザによる前記設定画面の操作によって設定された照明状態を示す設定情報に基づい
て前記１以上の照明機器を制御するための制御信号を、前記１以上の照明機器へ送信させ
、
　前記設定完了ボタンが選択された後、前記撮像部を起動させ、
　前記設定完了ボタンが選択されたときの前記設定情報を前記新規シーンの設定情報とし
て、メモリへ記憶させ、かつ、前記撮像部によって画像が取得された場合、当該画像を前
記新規シーンのシーンアイコンとして、前記メモリへ記憶させ、
　前記新規シーンのシーンアイコンを含む新規シーン選択画面を、前記表示部へ表示させ
る
　携帯端末の制御方法。
【請求項２】
　シーン選択画面は、前記１以上の照明機器による１以上の照明状態を示す１以上のシー
ンに対応するシーンアイコンと、シーン設定ボタンとを含み、
　前記携帯端末の制御方法は、さらに、
　前記シーン選択画面を表示させ、
　前記１以上のシーンアイコンのうちの１つのシーンアイコンが選択された場合に、選択
されたシーンアイコンに対応するシーンが示す照明状態で前記空間を照明するように前記
１以上の照明機器を制御するための制御信号を、前記１以上の照明機器へ送信させ、
　前記シーン設定ボタンが選択された場合、前記シーン設定画面を、前記表示部へ表示さ
せる
　請求項１に記載の携帯端末の制御方法。
【請求項３】
　前記シーン設定ボタンは、シーン作成ボタンであり、
　前記シーン設定画面の表示では、前記シーン作成ボタンが選択された場合に、前記シー
ン設定画面を前記表示部へ表示させ、
　前記新規シーン選択画面の表示では、前記１以上のシーンアイコンと、前記新規シーン
のシーンアイコンとを含む前記新規シーン選択画面を、前記表示部へ表示させる
　請求項２に記載の携帯端末の制御方法。
【請求項４】
　前記シーン設定ボタンは、シーン編集ボタンであり、
　前記シーン設定画面の表示では、前記１以上のシーンアイコンのうち１つのシーンアイ
コンが選択された状態で前記シーン編集ボタンが選択された場合に、前記シーン設定画面
を前記表示部へ表示させ、
　前記選択されたシーンアイコンに対応するシーンを編集することで前記新規シーンを設
定する
　請求項２に記載の携帯端末の制御方法。
【請求項５】
　前記新規シーン選択画面の表示では、前記１以上のシーンアイコンのうち前記選択され
たシーンアイコンの代わりに、又は、前記１以上のシーンアイコンとともに、前記新規シ
ーンのシーンアイコンを含む前記新規シーン選択画面を、前記表示部へ表示させる
　請求項４に記載の携帯端末の制御方法。
【請求項６】
　前記ユーザによる操作前における前記設定画面に設定された照明状態は、選択されたシ
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ーンアイコンに対応するシーンが示す照明状態である
　請求項４に記載の携帯端末の制御方法。
【請求項７】
　前記携帯端末の制御方法は、さらに、前記設定完了ボタンが選択された場合に、前記撮
像部を起動させるための起動ボタンを、前記表示部へ表示させ、
　前記撮像部の起動では、前記起動ボタンが選択された場合に、前記撮像部を起動させる
　請求項１～６のいずれか１項に記載の携帯端末の制御方法。
【請求項８】
　前記起動ボタンの表示では、前記撮像部を起動させないための不起動ボタンを、前記起
動ボタンとともに前記表示部へ表示させ、
　前記メモリへの記憶では、前記不起動ボタンが選択された場合、所定のデフォルト画像
を前記新規シーンのシーンアイコンとして、前記メモリへ記憶させる
　請求項７に記載の携帯端末の制御方法。
【請求項９】
　前記携帯端末の制御方法は、さらに、前記不起動ボタンが選択された場合に、所定の複
数のデフォルト画像を含むデフォルト画像選択画面を、前記表示部へ表示させ、
　前記メモリへの記憶では、前記不起動ボタンが選択された場合、前記複数のデフォルト
画像から選択されたデフォルト画像を前記新規シーンのシーンアイコンとして、前記メモ
リへ記憶させる
　請求項７に記載の携帯端末の制御方法。
【請求項１０】
　前記起動ボタンの表示では、前記撮像部による撮像を行うか否かを前記ユーザに確認す
るためのコメントを、前記起動ボタン及び前記不起動ボタンとともに、前記表示部へ表示
させ、
　前記起動ボタンは、前記コメントに対する同意を示すボタンであり、
　前記不起動ボタンは、前記コメントに対する不同意を示すボタンである
　請求項８又は９に記載の携帯端末の制御方法。
【請求項１１】
　前記撮像部の起動では、前記設定完了ボタンが選択された場合に、前記撮像部を起動さ
せる
　請求項１～６のいずれか１項に記載の携帯端末の制御方法。
【請求項１２】
　前記新規シーン選択画面では、前記新規シーンのシーンアイコンを、選択された状態で
表示させる
　請求項１～１１のいずれか１項に記載の携帯端末の制御方法。
【請求項１３】
　前記携帯端末の制御方法は、さらに、前記設定完了ボタンが選択された場合、前記ユー
ザにシーン名を入力させるための入力画面を、前記表示部へ表示させ、
　前記メモリへの記憶では、さらに、前記入力画面に入力されたシーン名を前記新規シー
ンのシーン名として、前記メモリへ記憶させる
　請求項１～１２のいずれか１項に記載の携帯端末の制御方法。
【請求項１４】
　前記メモリへの記憶では、前記撮像部によって複数の画像が取得された場合、当該複数
の画像を前記新規シーンのシーンアイコンとして、前記メモリへ記憶させる
　請求項１～１３のいずれか１項に記載の携帯端末の制御方法。
【請求項１５】
　前記新規シーン選択画面では、前記複数の画像を並んだ状態で前記シーンアイコンとし
て表示させる
　請求項１４に記載の携帯端末の制御方法。
【請求項１６】
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　前記新規シーン選択画面では、前記複数の画像を少なくとも一部が重なった状態で前記
シーンアイコンとして表示させる
　請求項１４に記載の携帯端末の制御方法。
【請求項１７】
　前記新規シーン選択画面では、前記複数の画像に対するスクロール操作が検出された場
合、又は、所定期間が経過した場合、前記複数の画像のうち最も手前に表示された画像を
他の画像と入れ替えて表示させる
　請求項１６に記載の携帯端末の制御方法。
【請求項１８】
　空間を照明する１以上の照明機器を制御する携帯端末の制御プログラムであって、
　前記携帯端末は、表示部と、撮像部とを備え、
　前記携帯端末の制御方法は、前記携帯端末のコンピュータに対して、
　前記１以上の照明機器による新たな照明状態を示す新規シーンを設定するための設定画
面と、設定完了ボタンとを含むシーン設定画面を、前記表示部へ表示させ、
　ユーザによる前記設定画面の操作によって設定された照明状態を示す設定情報に基づい
て前記１以上の照明機器を制御するための制御信号を、前記１以上の照明機器へ送信させ
、
　前記設定完了ボタンが選択された後、前記撮像部を起動させ、
　前記設定完了ボタンが選択されたときの前記設定情報を前記新規シーンの設定情報とし
て、メモリへ記憶させ、かつ、前記撮像部によって画像が取得された場合、当該画像を前
記新規シーンのシーンアイコンとして、前記メモリへ記憶させ、
　前記新規シーンのシーンアイコンを含む新規シーン選択画面を、前記表示部へ表示させ
る
　携帯端末の制御プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空間を照明する照明機器を制御する携帯端末の制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、照明機器が発する光の明るさ及び色をスライダで調整することで照明のシーンを
作成し、作成したシーンに基づいて照明機器を制御する照明システムコントローラが開示
されている（特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特表２０１１－５１９１２８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記従来の照明システムコントローラでは、シーンの選択前にシーンの
雰囲気を確認することが難しいという課題がある。
【０００５】
　そこで、本発明は、シーンの雰囲気を容易に確認することができる携帯端末の制御方法
を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するため、本発明の一態様に係る携帯端末の制御方法は、空間を照明す
る１以上の照明機器を制御する携帯端末の制御方法であって、前記携帯端末は、表示部と
、撮像部とを備え、前記携帯端末の制御方法は、前記携帯端末のコンピュータに対して、
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前記１以上の照明機器による新たな照明状態を示す新規シーンを設定するための設定画面
と、設定完了ボタンとを含むシーン設定画面を、前記表示部へ表示させ、ユーザによる前
記設定画面の操作によって設定された照明状態を示す設定情報に基づいて前記１以上の照
明機器を制御するための制御信号を、前記１以上の照明機器へ送信させ、前記設定完了ボ
タンが選択された後、前記撮像部を起動させ、前記設定完了ボタンが選択されたときの前
記設定情報を前記新規シーンの設定情報として、メモリへ記憶させ、かつ、前記撮像部に
よって画像が取得された場合、当該画像を前記新規シーンのシーンアイコンとして、前記
メモリへ記憶させ、前記新規シーンのシーンアイコンを含む新規シーン選択画面を、前記
表示部へ表示させる。
【０００７】
　なお、これらの包括的又は具体的な態様は、システム、装置、集積回路、コンピュータ
プログラム又はコンピュータ読み取り可能なＣＤ－ＲＯＭなどの記録媒体で実現されても
よく、システム、装置、集積回路、コンピュータプログラム及び記録媒体の任意な組み合
わせで実現されてもよい。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明に係る携帯端末の制御方法によれば、シーンの雰囲気を容易に確認することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、実施の形態１に係る照明システムの一例を示すブロック図である。
【図２】図２は、実施の形態１に係るシーン情報の一例を示す図である。
【図３】図３は、実施の形態１に係るシーン選択画面の一例を示す図である。
【図４】図４は、実施の形態１に係る操作対象照明情報の一例を示す図である。
【図５】図５は、実施の形態１に係るシーン作成画面の一例を示す図である。
【図６】図６は、実施の形態１に係るシーン名入力画面の一例を示す図である。
【図７】図７は、実施の形態１に係る撮影確認画面の一例を示す図である。
【図８】図８は、実施の形態１に係る新規シーン選択画面の一例を示す図である。
【図９】図９は、実施の形態１に係る新規シーン選択画面の別の一例を示す図である。
【図１０Ａ】図１０Ａは、実施の形態１に係るシーンの作成方法の一例の一部を示すフロ
ーチャートである。
【図１０Ｂ】図１０Ｂは、実施の形態１に係るシーンの作成方法の一例の残りを示すフロ
ーチャートである。
【図１１】図１１は、実施の形態１に係るシーンの作成方法において表示される画面遷移
の一例を示す図である。
【図１２】図１２は、実施の形態２に係るシーン編集画面の一例を示す図である。
【図１３Ａ】図１３Ａは、実施の形態２に係るシーンの編集方法の一例の一部を示すフロ
ーチャートである。
【図１３Ｂ】図１３Ｂは、実施の形態２に係るシーンの編集方法の一例の残りを示すフロ
ーチャートである。
【図１４】図１４は、実施の形態２に係るシーンの編集方法において表示される画面遷移
の一例を示す図である。
【図１５】図１５は、実施の形態２の変形例に係る保存確認画面の一例を示す図である。
【図１６】図１６は、実施の形態２の変形例に係る新規シーンの保存処理の一例を示すフ
ローチャートである。
【図１７】図１７は、実施の形態の変形例に係るデフォルト画像選択画面の一例を示す図
である。
【図１８】図１８は、実施の形態の変形例に係るデフォルト画像の選択処理の一例を示す
フローチャートである。
【図１９】図１９は、実施の形態の変形例に係る撮影終了確認画面の一例を示す図である
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。
【図２０】図２０は、実施の形態の変形例に係るシーン選択画面の一例を示す図である。
【図２１】図２１は、実施の形態の変形例に係るシーン選択画面の別の一例を示す図であ
る。
【図２２】図２２は、実施の形態の変形例に係るシーン選択画面の別の一例を示す図であ
る。
【図２３】図２３は、実施の形態の変形例に係るシーンの設定方法の一例を示すフローチ
ャートである。
【図２４】図２４は、実施の形態の変形例に係る照明システムの一例を示すブロック図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　（本発明の基礎となった知見）
　本発明者は、「背景技術」の欄において記載した照明システムコントローラに関し、以
下の問題が生じることを見出した。
【００１１】
　上記従来の照明システムコントローラでは、作成したシーンとシーン名とを対応付けて
記録する。ユーザがシーンを選択しようとする場合には、シーン名がディスプレイに表示
される。これにより、ユーザは、ディスプレイに表示されたシーン名を選択することで、
予め作成しておいたシーンに基づいて照明機器を制御することができる。
【００１２】
　しかしながら、シーン名を見ただけでは、そのシーン名に対応するシーンがどのような
ものであるかを確認することができない。例えば、シーンを作成した時からシーンを選択
しようとする時までに長い期間が経過した場合などにおいて、ユーザは、どのようなシー
ンを作成したのかを忘れてしまっている場合がある。また、複数のシーンを登録しておい
た場合には、ユーザは、どのシーン名がどのシーンに対応するのかが分からなくなる場合
もある。
【００１３】
　これらの場合、ユーザは、ディスプレイに表示されたシーン名を１つずつ選択すること
で、照明機器による実際のシーンの雰囲気を逐次確認しなければならない。つまり、ユー
ザは、シーン名の選択と実際のシーンの雰囲気の確認とを、シーン名毎に、所望のシーン
が選択されるまで行う必要がある。
【００１４】
　このように、上記従来の照明システムコントローラでは、シーンが実際に選択されるま
でシーンの雰囲気の確認ができずに、ユーザに煩わしい作業が課されてしまう。そこで、
シーンの雰囲気を容易に行うことができる技術が求められる。
【００１５】
　以下では、実施の形態について、図面を参照しながら具体的に説明する。
【００１６】
　なお、以下で説明する実施の形態は、いずれも包括的又は具体的な例を示すものである
。以下の実施の形態で示される数値、形状、材料、構成要素、構成要素の配置位置及び接
続形態、ステップ、ステップの順序などは、一例であり、本発明を限定する主旨ではない
。また、以下の実施の形態における構成要素のうち、再上位概念を示す独立請求項に記載
されていない構成要素については、任意の構成要素として説明される。
【００１７】
　（実施の形態１）
　まず、実施の形態１に係る照明システムの機能構成について、図１を用いて説明する。
図１は、実施の形態１に係る照明システム１０を示すブロック図である。
【００１８】
　図１に示すように、照明システム１０は、携帯端末１００と、第１照明機器２００と、
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第２照明機器２０１とを備える。携帯端末１００は、第１照明機器２００及び第２照明機
器２０１とネットワークを介して接続されている。
【００１９】
　次に、携帯端末１００の構成について説明する。
【００２０】
　携帯端末１００は、空間を照明する１以上の照明機器を制御する端末の一例である。具
体的には、携帯端末１００は、１以上の照明機器（図１に示す例では、第１照明機器２０
０及び第２照明機器２０１）の点灯、消灯、調光及び調色などを制御する。
【００２１】
　携帯端末１００は、ディスプレイ及びカメラ機能を備える。例えば、携帯端末１００は
、スマートフォンや携帯電話、タブレット端末、ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔ
ａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ）などの携帯情報端末などである。
【００２２】
　図１に示すように、携帯端末１００は、入力部１１０と、表示部１２０と、表示制御部
１３０と、撮像部１４０と、照明情報管理部１５０と、照明制御部１６０と、通信部１７
０とを備える。
【００２３】
　入力部１１０は、ユーザによる操作入力を受け付ける。例えば、入力部１１０は、ユー
ザによるシーンの選択及び設定などの操作入力を受け付ける。具体的には、入力部１１０
は、表示部１２０に表示されるＧＵＩ（Ｇｒａｐｈｉｃａｌ　Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆａ
ｃｅ）コンポーネント（ウィジェット）の操作を受け付ける。入力部１１０は、ユーザに
よる操作に基づいた情報を、表示制御部１３０、照明情報管理部１５０及び照明制御部１
６０などに出力する。
【００２４】
　例えば、入力部１１０は、表示部１２０に表示されるプッシュボタンのユーザによる押
下を検出する。また、入力部１１０は、表示部１２０に表示されるスライダをユーザが操
作することで設定される設定値を取得する。また、入力部１１０は、表示部１２０に表示
されるテキストボックスに、ユーザによって入力されたテキストを取得する。
【００２５】
　例えば、入力部１１０は、タッチスクリーン（タッチパネル）の静電容量センサなどの
各種センサである。つまり、入力部１１０は、タッチスクリーンの入力機能を実現する。
入力部１１０は、具体的には、タッチスクリーンに表示されたＧＵＩコンポーネントに対
するユーザの操作を受け付ける。より具体的には、入力部１１０は、タッチスクリーンに
表示されたプッシュボタンの押下、若しくは、スライダの操作を検出し、又は、ソフトウ
ェアキーボードを介して入力されたテキストなどを取得する。なお、入力部１１０は、携
帯端末１００に設けられた物理的なボタンでもよい。
【００２６】
　表示部１２０は、表示制御部１３０によって生成された画面（画像）を表示する。例え
ば、表示部１２０は、シーン選択画面、シーン設定画面、シーン名入力画面、及び、撮影
確認画面などを表示する。各画面は、ユーザによって操作可能なＧＵＩコンポーネントを
含んでいる。なお、表示部１２０に表示される画面の具体例については、後で説明する。
【００２７】
　例えば、表示部１２０は、液晶ディスプレイ又は有機ＥＬ（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｅｌｅｃ
ｔｒｏ－Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ：ＯＥＬ）ディスプレイである。具体的には、表示部
１２０は、タッチスクリーン（タッチパネル）の表示機能を実現する。
【００２８】
　表示制御部１３０は、表示部１２０に表示するための画面を生成する。具体的には、表
示制御部１３０は、シーン選択画面、シーン設定画面、シーン名入力画面、及び、撮影確
認画面などを生成する。表示制御部１３０は、生成した各画面を表示部１２０に表示させ
る。
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【００２９】
　具体的には、表示制御部１３０は、照明情報管理部１５０によって管理されるシーン情
報に基づいてシーン選択画面を生成する。また、表示制御部１３０は、照明情報管理部１
５０によって管理される操作対象照明情報に基づいてシーン設定画面を生成する。
【００３０】
　例えば、表示制御部１３０は、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎ
ｉｔ）、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）及びＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃ
ｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）などで構成される。
【００３１】
　撮像部１４０は、撮影画像を取得するためのカメラ機能を実現する。具体的には、撮像
部１４０は、新規シーンの設定完了ボタンが選択された後に起動される。撮像部１４０が
取得した画像は、シーンアイコンとして照明情報管理部１５０によって管理される。
【００３２】
　例えば、撮像部１４０は、カメラユニットである。具体的には、撮像部１４０は、光学
レンズ及びイメージセンサなどを有する。撮像部１４０は、光学レンズを介して入射した
光を、イメージセンサによって画像信号に変換して出力する。
【００３３】
　なお、撮像部１４０の起動とは、撮像部１４０による撮影が可能な状態になることであ
る。例えば、起動とは、シャッターボタンを押下することで、画像を取得することができ
る状態になることである。具体的には、起動とは、画像を取得するためのアプリケーショ
ンソフトウェアが立ち上がることである。例えば、起動とは、ライブビュー画像とシャッ
ターボタンとが表示部１２０に表示されることである。
【００３４】
　照明情報管理部１５０は、シーン情報及び操作対象照明情報を管理する。シーン情報は
、１以上のシーンを示す情報である。操作対象照明情報は、携帯端末１００によって制御
可能な１以上の照明機器を示す情報である。シーン情報及び操作対象照明情報については
、後で説明する。
【００３５】
　例えば、照明情報管理部１５０は、ＲＡＭ又は不揮発性メモリなどのメモリである。な
お、照明情報管理部１５０は、携帯端末１００に着脱可能なメモリでもよい。
【００３６】
　照明制御部１６０は、１以上の照明機器（第１照明機器２００及び第２照明機器２０１
）を制御するための制御信号を生成する。照明制御部１６０は、通信部１７０を介して、
生成した制御信号を１以上の照明機器に送信する。例えば、照明制御部１６０は、ＣＰＵ
、ＲＯＭ及びＲＡＭなどで構成される。
【００３７】
　制御信号は、例えば、照明機器毎に生成され、対応する照明機器の機能に応じた設定パ
ラメータ、及び、その設定値を含んでいる。具体的には、制御信号は、調光機能の設定値
（調光比）又は調色機能の設定値（色温度）などを示す情報を含んでいる。
【００３８】
　通信部１７０は、照明制御部１６０によって生成された制御信号を、ネットワークを介
して接続された１以上の照明機器に送信する。
【００３９】
　例えば、通信部１７０は、無線ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）モジ
ュール、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）モジュール、ＮＦＣ（Ｎｅａｒ　Ｆｉｅｌｄ　
Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）モジュールなどの通信インタフェースである。なお、通信
部１７０は、有線ＬＡＮ端子などでもよい。
【００４０】
　次に、携帯端末１００によって制御される１以上の照明機器について説明する。
【００４１】
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　第１照明機器２００及び第２照明機器２０１は、１以上の照明機器の一例である。第１
照明機器２００及び第２照明機器２０１は、例えば、調光機能及び調色機能の少なくとも
１つを有する。なお、第１照明機器２００及び第２照明機器２０１は、互いに異なる機種
の照明機器でもよく、同種の照明機器でもよい。
【００４２】
　第１照明機器２００及び第２照明機器２０１は、例えば、空間内の互いに異なる位置に
配置される。第１照明機器２００及び第２照明機器２０１は、同一の空間を異なる方向か
ら照明することができるように配置されている。
【００４３】
　ここで、同一の空間は、例えば、「リビングルーム」、「ダイニングルーム」及び「廊
下」で構成される空間である。例えば、第１照明機器２００は、主に「リビングルーム」
を照明する「リビングシーリングライト」であり、第２照明機器２０１は、主に「ダイニ
ングルーム」を照明する「ダイニングライト」である。
【００４４】
　なお、第１照明機器２００及び第２照明機器２０１は、必ずしも同一の空間内に配置さ
れていなくてもよい。すなわち、１以上の照明機器は、異なる空間を照明する照明機器を
含んでいてもよい。例えば、第１照明機器２００は、「リビングルーム」に配置された「
リビングシーリングライト」であり、第２照明機器２０１は、「寝室」に配置された「寝
室シーリングライト」でもよい。
【００４５】
　図１に示すように、第１照明機器２００は、通信部２１０と、運転制御部２２０とを備
える。なお、図示しないが、第２照明機器２０１も同様に、通信部２１０と、運転制御部
２２０とを備える。
【００４６】
　通信部２１０は、携帯端末１００から送信される制御信号を受信する。なお、通信部２
１０は、携帯端末１００の通信部１７０から送信される制御信号を、ブリッジ又はルータ
ーなどの通信機器を介して受信してもよい。
【００４７】
　例えば、通信部２１０は、無線ＬＡＮモジュール、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）モ
ジュール、ＮＦＣモジュールなどの通信インタフェースである。なお、通信部２１０は、
有線ＬＡＮ端子などでもよい。
【００４８】
　運転制御部２２０は、通信部２１０によって受信された制御信号に基づいて、第１照明
機器２００の調光及び調色を行う。例えば、運転制御部２２０は、第１照明機器２００が
発する光の明るさ及び色が、制御信号に含まれる設定値になるように、調光及び調色を行
う。
【００４９】
　以上のように、本実施の形態に係る照明システム１０では、第１照明機器２００及び第
２照明機器２０１は、携帯端末１００から送信される制御信号に基づいて、明るさ及び色
などが調整される。このように、本実施の形態では、携帯端末１００が１以上の照明機器
を制御することで、空間の照明状態を調整することができる。
【００５０】
　続いて、表示制御部１３０が生成する画面であって、表示部１２０に表示される画面に
ついて、図２～図９を用いて説明する。
【００５１】
　まず、照明情報管理部１５０に管理されているシーン情報と、シーン情報に基づいて生
成されるシーン選択画面とについて、図２及び図３を用いて説明する。図２は、実施の形
態１に係るシーン情報の一例を示す図である。図３は、実施の形態１に係るシーン選択画
面３００を示す図である。
【００５２】
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　シーン情報は、１以上のシーンを示す情報である。１以上のシーンは、１以上の照明機
器による照明状態であって、空間の１以上の照明状態を示す。１つのシーンには、１つの
照明状態が対応付けられている。
【００５３】
　空間は、１以上の照明機器によって照明される空間である。例えば、空間は、１以上の
照明機器が設置されている１以上の部屋内の空間である。一例として、空間は、「リビン
グルーム」、「ダイニングルーム」及び「廊下」から構成される空間である。
【００５４】
　図２に示すように、シーン情報は、シーン名と、シーンアイコンと、照明機器の設定情
報とを含んでいる。１つのシーンに対して、シーン名と、シーンアイコンと、照明機器の
設定情報とが対応付けられている。つまり、照明情報管理部１５０は、シーン毎に、シー
ン名と、シーンアイコンと、照明機器の設定情報とを対応付けて管理している。
【００５５】
　シーン名は、シーンを識別するためにユーザによって設定された名称である。具体的に
は、シーン名は、後述するシーン名入力画面を介してユーザによって入力されたテキスト
である。図２に示すように、ユーザは、「パーティー」、「食事」などのユーザ自身にと
って照明状態を想像しやすい名称をシーン名として設定することができるので、シーンの
雰囲気を容易に推定することができる。
【００５６】
　シーンアイコンは、撮像部１４０によって取得された画像である。例えば、当該画像は
、１以上の照明機器によって照明された空間を撮影することで取得された画像である。図
２に示す例では、シーンとシーンアイコンとが１対１に対応付けられている。なお、シー
ンアイコンとして、撮像部１４０によって取得された画像の代わりに、予め定められたデ
フォルト画像が登録されている場合もある。
【００５７】
　設定情報は、後述するシーン設定画面においてユーザによって設定された照明状態を示
す情報である。具体的には、設定情報は、１以上の照明機器それぞれの設定パラメータ及
びその設定値を示す情報である。例えば、照明機器は、調光機能及び調色機能の少なくと
も１つを有するので、設定情報は、１以上の照明機器それぞれの調光設定情報及び調色設
定情報の少なくとも１つを含む。
【００５８】
　調光機能は、照明機器から発せられる光の明るさを調節する機能である。調光機能の設
定値（調光比）は、例えば、「０～１００」の値で示される。調光比が大きくなるにつれ
て、照明機器から発せられる光の明るさが明るくなる。調光比が「０」であることは、照
明機器が消灯していることを意味し、調光比が「１００」であることは、照明機器が最大
電力で点灯していることを意味する。
【００５９】
　調色機能は、照明機器から発せられる光の色を調節する機能である。具体的には、調色
機能は、光の色温度を調節する機能である。調色機能の設定値（色温度）は、例えば、「
２１００Ｋ～５０００Ｋ」の値で示される。色温度が低い程、暖色系の色になり、色温度
が高い程、寒色系の色になる。例えば、「電球色」は、色温度が約「２８００Ｋ」であり
、「温白色」は、色温度が約「３５００Ｋ」であり、「昼光色」は、色温度が約「５００
０Ｋ」である。
【００６０】
　なお、１以上の照明機器は、点灯機能及び消灯機能のみを有する照明機器を含んでもよ
い。この場合、当該照明機器は、調光比が「０」及び「１００」のみの値に設定可能な照
明機器として扱うことができる。
【００６１】
　既存のシーンとは異なる新たなシーンが設定された場合には、シーン情報に新規シーン
として登録される。このとき、新規シーンが新たに作成された場合には、新規シーンのシ
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ーン名、シーンアイコン及び設定情報がシーン情報に追加登録される。例えば、図２に示
す例では、「Ｎｏ．８」のシーンとして新規シーンが登録される。新規シーンの作成の詳
細については、後で説明する。
【００６２】
　一方で、既存のシーンを編集することで新規シーンが設定された場合には、新規シーン
のシーン名、シーンアイコン及び設定情報は、既存のシーンのシーン名、シーンアイコン
及び設定情報の代わりに登録される。新規シーンの編集の詳細については、実施の形態２
で説明する。
【００６３】
　以上のようなシーン情報に基づいて、シーン選択画面は生成される。具体的には、表示
制御部１３０は、図２に示すシーン情報に基づいて、図３に示すシーン選択画面３００を
生成して表示部１２０に表示させる。
【００６４】
　シーン選択画面３００は、１以上のシーンの中からユーザに１つのシーンを選択させる
ための画面である。また、シーン選択画面３００は、新規シーンを設定するためのシーン
設定ボタンを含んでいる。
【００６５】
　図３に示すように、シーン選択画面３００は、１以上のシーンアイコン３１０と、シー
ン名３２０と、作成ボタン３３０と、編集ボタン３４０と、スクロールボタン３５０とを
含んでいる。
【００６６】
　１以上のシーンアイコン３１０は、１以上のシーンに１対１に対応している。シーンア
イコン３１０は、撮像部１４０によって取得された画像である。具体的には、シーンアイ
コン３１０は、対応するシーンが示す照明状態で照明された空間を撮影することで取得さ
れた画像である。
【００６７】
　シーンアイコン３１０は、ユーザによって選択可能である。つまり、シーンアイコン３
１０は、タッチスクリーンに触れるユーザの指などによって選択される。入力部１１０は
、シーンアイコン３１０が選択されたことを検出した場合、表示制御部１３０及び照明制
御部１６０に、選択されたシーンアイコン３１０を示す情報を通知する。
【００６８】
　なお、図３に示すように、「食事」を示すシーンアイコン３１０は、所定の枠３６０で
囲まれている。これは、「食事」を示すシーンアイコン３１０が現在選択されていること
を意味し、「食事」を示すシーンアイコン３１０に対応する照明状態で空間が照明されて
いることを意味している。
【００６９】
　なお、シーンアイコン３１０が選択されていることを示す方法は、これに限らない。例
えば、選択されたシーンアイコン３１０をハイライト表示又は点滅表示させてもよい。あ
るいは、選択されたシーンアイコン３１０に対応するシーン名３２０を太字で表示しても
よい。
【００７０】
　シーン名３２０は、対応するシーンアイコン３１０の下方に表示されている。なお、シ
ーン名３２０は、シーンアイコン３１０の近傍に表示されればよい。例えば、シーン名３
２０は、シーンアイコン３１０の左方、右方又は上方に表示されてもよい。また、シーン
名３２０は、シーンアイコン３１０に重複して表示されてもよい。
【００７１】
　なお、シーン名３２０は、表示されなくてもよい。また、シーン名３２０が表示されて
いる場合には、シーンアイコン３１０だけでなく、シーン名３２０が選択可能であっても
よい。
【００７２】



(12) JP 2015-128043 A 2015.7.9

10

20

30

40

50

　作成ボタン３３０及び編集ボタン３４０は、シーン設定ボタンの一例である。作成ボタ
ン３３０は、シーンを新規作成するためのボタンであり、編集ボタン３４０は、既存のシ
ーンを編集するためのボタンである。
【００７３】
　作成ボタン３３０及び編集ボタン３４０は、ＧＵＩコンポーネントの一例であり、例え
ば、プッシュボタンである。ユーザによって作成ボタン３３０又は編集ボタン３４０が選
択された場合、後述するシーン作成画面又はシーン編集画面が表示部１２０に表示される
。具体的には、入力部１１０が作成ボタン３３０又は編集ボタン３４０の押下を検出した
場合に、表示制御部１３０は、シーン作成画面又はシーン編集画面を生成し、表示部１２
０に表示させる。
【００７４】
　なお、実施の形態１では、作成ボタン３３０が選択された場合について説明する。編集
ボタン３４０が選択された場合については、実施の形態２で説明する。
【００７５】
　スクロールボタン３５０は、表示されるシーンアイコン３１０を変更するためのボタン
である。つまり、スクロールボタン３５０は、シーンアイコン３１０の表示を切り替える
ボタンである。例えば、シーン選択画面３００に表示可能な最大の数のシーンより多くの
シーンが設定済みである場合、ユーザは、スクロールボタン３５０を選択することで、シ
ーン選択画面３００に他のシーンのシーンアイコンを表示させて選択することができる。
【００７６】
　スクロールボタン３５０は、ＧＵＩコンポーネントの一例であり、例えば、プッシュボ
タンである。なお、スクロールボタン３５０は、プッシュボタンではなく、スクロールバ
ーなどでもよい。
【００７７】
　図３に示す例では、シーン選択画面３００に８個のシーンアイコン３１０が表示されて
いる。このとき、１０個のシーンが設定済みである場合は、入力部１１０がスクロールボ
タン３５０の押下を検出した場合に、表示制御部１３０は、残りの２個のシーンに対応す
るシーンアイコンを含むシーン選択画面３００を生成して表示させる。
【００７８】
　具体的には、スクロールボタン３５０は、ページ切り替え用のボタンである。例えば、
スクロールボタン３５０が選択された場合に、表示制御部１３０は、８個のシーンアイコ
ンが表示された画面を、２個のシーンアイコンが表示された画面に変更する。
【００７９】
　あるいは、スクロールボタン３５０が選択された場合に、表示制御部１３０は、１以上
の所定数ずつシーンアイコンを入れ替えて表示させてもよい。例えば、表示制御部１３０
は、右側のスクロールボタン３５０が選択された場合に、「パーティー」のシーンアイコ
ンを削除し、残りの７つのシーンアイコンを寄せた後、他のシーンアイコンを表示させて
もよい。
【００８０】
　次に、照明情報管理部１５０に管理されている操作対象照明情報と、操作対象照明情報
に基づいて生成されるシーン作成画面とについて、図４及び図５を用いて説明する。図４
は、実施の形態１に係る操作対象照明情報の一例を示す図である。図５は、実施の形態１
に係るシーン作成画面４００を示す図である。
【００８１】
　操作対象照明情報は、携帯端末１００によって制御可能な１以上の照明機器を示す情報
である。
【００８２】
　図４に示すように、操作対象照明情報は、品番（型番）、照明機器名及び設定パラメー
タを含んでいる。１つの照明機器に対して、品番、照明機器名及び設定パラメータが対応
付けられている。つまり、照明情報管理部１５０は、照明機器毎に、品番、照明機器名及
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び設定パラメータを対応付けて管理している。
【００８３】
　品番（型番）は、照明機器の種別を示す情報である。具体的には、品番は、照明機器の
消費電力、形状及び機能などに基づいて規定された識別符号である。
【００８４】
　照明機器名は、照明機器を識別するためにユーザによって設定された名称である。図４
に示すように、ユーザは、「リビングシーリングライト」、「ダイニングライト」などの
ユーザ自身にとって照明機器の設置位置などを判別しやすい名称を設定することができる
。このため、シーンを設定する際に、どの照明機器を調整すればよいかが容易に判断でき
る。
【００８５】
　設定パラメータは、照明機器の調整可能な機能を示す情報である。具体的には、設定パ
ラメータは、調光機能及び調色機能などを示す情報である。図４に示すように、照明機器
によって有する機能は異なっている。
【００８６】
　操作対象照明情報は、予めユーザなどによって生成された情報である。また、操作対象
照明情報に、新たな照明機器に関する情報を追加することもできる。
【００８７】
　例えば、新たな照明機器を操作対象として登録する場合に、携帯端末１００は、ユーザ
に、登録しようとする照明機器の品番を入力させる。具体的には、携帯端末１００は、照
明機器名を入力させるための画面を表示し、当該画面を介して入力されたテキストを照明
機器名として取得する。
【００８８】
　さらに、携帯端末１００は、入力された品番を所定のデータベースと照合することによ
り、対象となる照明機器の設定パラメータを取得することができる。なお、所定のデータ
ベースは、複数の品番と設定パラメータとを対応付けたデータベースであり、例えば、携
帯端末１００がネットワークを介して接続可能なサーバ、又は、携帯端末１００自身のメ
モリなどに保存されている。
【００８９】
　以上のような操作対象照明情報に基づいて、シーン作成画面は生成される。具体的には
、表示制御部１３０は、図４に示す操作対象照明情報に基づいて、図５に示すシーン作成
画面４００を生成して表示部１２０に表示させる。
【００９０】
　シーン作成画面４００は、シーン設定画面の一例であり、既存のシーンとは別に新たな
シーンを新規作成するための画面である。シーン作成画面４００は、図３に示すシーン選
択画面３００の作成ボタン３３０が選択された場合に表示される。
【００９１】
　図５に示すように、シーン作成画面４００は、設定画面４１０と、完了ボタン４２０と
を含んでいる。
【００９２】
　設定画面４１０は、１以上の照明機器による新たな照明状態を示す新規シーンを設定す
るための画面である。具体的には、設定画面４１０は、新規シーンを新規作成するための
画面である。
【００９３】
　図５に示すように、設定画面４１０は、調光スライダ４１１ａと、調色スライダ４１１
ｂと、照明機器名４１２と、スクロールボタン４１３とを含んでいる。例えば、設定画面
４１０は、操作対象照明情報に登録されている１以上の照明機器のそれぞれに対して、照
明機器名４１２と設定用のスライダとを含んでいる。設定用のスライダとしては、照明機
器に対応する設定パラメータに応じて、例えば、調光スライダ４１１ａ及び調色スライダ
４１１ｂの少なくとも１つが表示される。
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【００９４】
　調光スライダ４１１ａは、ＧＵＩコンポーネントの一例であり、調光機能の設定値（調
光比）を設定するためのスライダである。つまり、ユーザは、調光スライダ４１１ａを操
作することで、対応する照明機器から発せられる光の明るさを調整することができる。
【００９５】
　例えば、調光スライダ４１１ａは、調光比を「０～１００」の値で設定可能である。図
５に示す例では、調光スライダ４１１ａを「明」に近づける程、調光比が「１００」に近
づき、照明機器から発せられる光が明るくなる。また、調光スライダ４１１ａを「暗」に
近づける程、調光比が「０」に近づき、照明機器から発せられる光が暗くなる。
【００９６】
　なお、例えば、点灯機能及び消灯機能のみを有する照明機器の場合、対応する調光スラ
イダ４１１ａは、調光比が「０」と「１００」との２値のみを取ることができる。
【００９７】
　調色スライダ４１１ｂは、ＧＵＩコンポーネントの一例であり、調色機能の設定値（色
温度）を設定するためのスライダである。つまり、ユーザは、調色スライダ４１１ｂを操
作することで、対応する照明機器から発せられる光の色を調整することができる。
【００９８】
　例えば、調色スライダ４１１ｂは、色温度を「２１００Ｋ～５０００Ｋ」の値で設定可
能である。図５に示す例では、調色スライダ４１１ｂを「暖」に近づける程、色温度が低
くなり、照明機器から発せられる光は暖色系の色になる。また、調色スライダ４１１ｂを
「寒」に近づける程、色温度が高くなり、照明機器から発せられる光は寒色系の色になる
。
【００９９】
　なお、調色機能を有さない照明機器の場合、調色スライダ４１１ｂは、表示されない。
つまり、どの照明機器にどのスライダを表示させるかは、操作対象照明情報に基づいて決
定される。
【０１００】
　照明機器名４１２は、対応する調光スライダ４１１ａ及び調色スライダ４１１ｂの近傍
に表示される。図５に示す例では、照明機器名４１２は、スライダの下方に表示されてい
るが、左方、右方又は上方に表示されてもよい。また、照明機器名４１２は、スライダに
重複して表示されてもよい。
【０１０１】
　スクロールボタン４１３は、表示される照明機器のスライダを変更するためのボタンで
ある。つまり、スクロールボタン４１３は、設定対象（操作対象）となる照明機器を変更
するためのボタンである。言い換えると、スクロールボタン４１３は、照明機器の設定画
面を切り替えるボタンである。例えば、設定画面４１０に表示可能な最大の数の照明機器
より多くの照明機器が操作可能である場合、ユーザは、スクロールボタン４１３を選択す
ることで、設定画面４１０に他の照明機器のスライダを表示させて選択することができる
。
【０１０２】
　スクロールボタン４１３は、ＧＵＩコンポーネントの一例であり、例えば、プッシュボ
タンである。なお、スクロールボタン４１３は、プッシュボタンではなく、スクロールバ
ーなどでもよい。
【０１０３】
　図５に示す例では、設定画面４１０に５個の照明機器名４１２と、対応するスライダ（
調光スライダ４１１ａ及び調色スライダ４１１ｂ）とが表示されている。このとき、７個
の照明機器が操作対象である場合は、入力部１１０がスクロールボタン４１３の押下を検
出した場合に、表示制御部１３０は、残りの２個の照明機器に対応する照明機器名及びス
ライダを含む設定画面４１０を生成して表示させる。
【０１０４】
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　具体的には、スクロールボタン４１３は、ページ切り替え用のボタンである。例えば、
スクロールボタン４１３が選択された場合に、表示制御部１３０は、５個の照明機器名４
１２と、対応するスライダとが表示された画面を、２個の照明機器名４１２と、対応する
スライダとが表示された画面に変更する。
【０１０５】
　あるいは、スクロールボタン４１３が選択された場合に、表示制御部１３０は、１以上
の所定数ずつ照明機器を入れ替えて表示させてもよい。例えば、表示制御部１３０は、右
側のスクロールボタン４１３が選択された場合に、「リビングシーリングライト」の照明
機器名及びスライダを削除し、残りの４つの照明機器名及びスライダを寄せた後、他の照
明機器名及びスライダを表示させてもよい。
【０１０６】
　完了ボタン４２０は、設定完了ボタンの一例であり、１以上の照明機器の設定を完了す
るためのボタンである。すなわち、完了ボタン４２０は、１以上の照明機器による照明状
態の設定を完了するためのボタンであり、具体的には、調光比及び色温度の設定を完了す
るためのボタンである。
【０１０７】
　完了ボタン４２０は、ＧＵＩコンポーネントの一例であり、例えば、プッシュボタンで
ある。ユーザによって完了ボタン４２０が選択された場合、１以上の照明機器に対する調
光及び調色の設定は完了する。例えば、入力部１１０が完了ボタン４２０の押下を検出し
た場合に、表示制御部１３０は、シーン名入力画面を生成し、表示部１２０に表示させる
。
【０１０８】
　なお、調光スライダ４１１ａ及び調色スライダ４１１ｂの代わりに、テキストボックス
を表示してもよい。入力部１１０は、テキストボックスに入力された数値を調光比又は色
温度として取得してもよい。
【０１０９】
　あるいは、例えば、調光比の場合、「０」、「２０」、「４０」、「６０」、「８０」
、「１００」などを選択肢とするラジオボタン、チェックボックス、ドロップダウンリス
ト、又は、リストボックスなどを表示してもよい。その他、各種ＧＵＩコンポーネントを
調光及び調色の設定に利用することができる。
【０１１０】
　なお、シーン作成画面４００が表示される際の各スライダの初期位置は、予め定められ
たデフォルト値に対応する位置でもよく、あるいは、現在の空間の照明状態を示す設定値
に対応する位置でもよい。例えば、デフォルト値は、調光比が「０」、「５０」、「１０
０」などであり、色温度が「２１００Ｋ」、「３５００Ｋ」、「５０００Ｋ」などである
。
【０１１１】
　次に、表示制御部１３０が生成するシーン名入力画面について、図６を用いて説明する
。図６は、実施の形態１に係るシーン名入力画面５００を示す図である。
【０１１２】
　シーン名入力画面５００は、ユーザにシーン名を入力させるための画面である。シーン
名入力画面５００は、１以上の照明機器の設定が完了した後に表示される。具体的には、
シーン名入力画面５００は、図５に示すシーン作成画面４００の完了ボタン４２０が選択
された場合に表示される。
【０１１３】
　図６に示すように、シーン名入力画面５００は、コメント５１０と、テキストボックス
５２０と、確認ボタン５３０と、キャンセルボタン５４０とを含んでいる。
【０１１４】
　コメント５１０は、ユーザが行うべき操作を提示するためのテキストである。具体的に
は、コメント５１０は、ユーザにシーン名の入力を促すためのテキストである。例えば、
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図６に示すように、「シーン名を入力してください」というコメント５１０が表示される
。なお、コメント５１０の代わりに、音声でユーザにシーン名の入力を促してもよい。
【０１１５】
　テキストボックス５２０は、ＧＵＩコンポーネントの一例であり、ユーザがテキストを
入力するためのインタフェースである。テキストボックス５２０には、ユーザによって入
力されたテキストが表示される。例えば、ユーザが「エクササイズ」と入力した場合、図
６に示すように、「エクササイズ」がテキストボックス５２０に表示される。
【０１１６】
　具体的には、入力部１１０は、ユーザが入力したテキストを取得する。そして、表示制
御部１３０は、入力部１１０によって取得されたテキストがテキストボックス５２０に表
示されるようなシーン名入力画面５００を生成し、表示部１２０に表示させる。
【０１１７】
　確認ボタン５３０は、ＧＵＩコンポーネントの一例であり、例えば、プッシュボタンで
ある。確認ボタン５３０は、シーン名の入力が完了したことをユーザに確認させるための
ボタンである。
【０１１８】
　確認ボタン５３０が選択された場合、テキストボックス５２０に入力されたテキストが
シーン名としてメモリに記憶される。具体的には、入力部１１０が確認ボタン５３０の押
下を検出した場合、照明情報管理部１５０は、テキストボックス５２０に入力されたテキ
ストをシーン名として管理する。
【０１１９】
　キャンセルボタン５４０は、ＧＵＩコンポーネントの一例であり、例えば、プッシュボ
タンである。キャンセルボタン５４０は、シーン名の入力を中止することをユーザに確認
させるためのボタンである。
【０１２０】
　キャンセルボタン５４０が選択された場合、シーン名の入力処理は中止され、例えば、
シーン作成画面４００が表示部１２０に表示され、照明機器の再設定を行うことができる
。なお、キャンセルボタン５４０が選択された場合に、シーンの作成処理を中止してもよ
い。つまり、キャンセルボタン５４０が選択された場合、シーン選択画面３００が表示さ
れてもよい。
【０１２１】
　なお、シーン名入力画面５００は、完了ボタン４２０が選択された場合に表示される例
について示したが、これに限らない。例えば、シーン名入力画面５００は、１以上の照明
機器の設定が完了する前に表示されてもよい。具体的には、シーン名入力画面５００は、
図３に示すシーン選択画面３００の作成ボタン３３０が選択された場合に、表示されても
よい。あるいは、シーン作成画面４００が表示される際に、テキストボックス５２０が同
時に表示されてもよい。
【０１２２】
　次に、表示制御部１３０が生成する撮影確認画面について、図７を用いて説明する。図
７は、実施の形態１に係る撮影確認画面６００を示す図である。
【０１２３】
　撮影確認画面６００は、ユーザにシーンアイコン用の画像を撮影するか否かを確認する
ための画面である。言い換えると、撮影確認画面６００は、撮像部１４０による撮像を行
うか否かを確認するための画面である。
【０１２４】
　撮影確認画面６００は、１以上の照明機器の設定が完了した後に表示される。例えば、
撮影確認画面６００は、シーン作成画面４００の完了ボタン４２０が選択された後に表示
される。具体的には、撮影確認画面６００は、シーン名入力画面５００の確認ボタン５３
０が選択された場合に表示される。
【０１２５】
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　図７に示すように、撮影確認画面６００は、コメント６１０と、同意ボタン６２０と、
不同意ボタン６３０とを含んでいる。
【０１２６】
　コメント６１０は、ユーザが行うべき操作を提示するためのテキストである。具体的に
は、コメント６１０は、撮像部１４０による撮像を行うか否かをユーザに確認するための
テキストである。例えば、図７に示すように、「シーンのアイコンを撮影しますか？」と
いうコメント６１０が表示される。なお、コメント６１０の代わりに、音声でユーザに撮
影の確認を行ってもよい。
【０１２７】
　同意ボタン６２０は、ＧＵＩコンポーネントの一例であり、例えば、プッシュボタンで
ある。同意ボタン６２０は、撮像部１４０を起動させるための起動ボタンの一例であり、
コメント６１０に対する同意を示すボタンである。
【０１２８】
　同意ボタン６２０が選択された場合、撮像部１４０は起動される。具体的には、入力部
１１０が同意ボタン６２０の押下を検出した場合に、撮像部１４０は、撮像が可能な状態
になる。
【０１２９】
　不同意ボタン６３０は、ＧＵＩコンポーネントの一例であり、例えば、プッシュボタン
である。不同意ボタン６３０は、撮像部１４０を起動させないための不起動ボタンの一例
であり、コメント６１０に対する不同意を示すボタンである。
【０１３０】
　不同意ボタン６３０が選択された場合、撮像部１４０は起動されない。つまり、不同意
ボタン６３０が選択された場合、撮像部１４０は起動されず、撮影画像の代わりにデフォ
ルト画像がシーンアイコンとしてメモリに記憶される。具体的には、入力部１１０が不同
意ボタン６３０の押下を検出した場合、照明情報管理部１５０は、予め定められたデフォ
ルト画像をシーンアイコンとして管理する。
【０１３１】
　なお、撮影確認画面６００は、シーン名入力画面５００の確認ボタン５３０が選択され
た場合に表示される例について示したが、これに限らない。例えば、撮影確認画面６００
は、シーン作成画面４００の完了ボタン４２０が選択された時に表示されてもよい。
【０１３２】
　次に、表示制御部１３０が生成する新規シーン選択画面について、図８を用いて説明す
る。図８は、実施の形態１に係る新規シーン選択画面７００を示す図である。
【０１３３】
　新規シーン選択画面７００は、新規シーンの設定終了後に表示されるシーン選択画面で
ある。具体的には、新規シーン選択画面７００は、既存のシーン選択画面に新規シーンの
シーンアイコンが追加された画面である。
【０１３４】
　新規シーン選択画面７００は、１以上のシーンアイコン３１０と、シーン名３２０と、
新規シーンのシーンアイコン７１０と、新規シーンのシーン名７２０とを含んでいる。例
えば、新規シーン選択画面７００は、撮像部１４０による撮像が終了された場合に表示さ
れる。
【０１３５】
　シーンアイコン７１０は、既存のシーン選択画面（例えば、図３に示すシーン選択画面
３００）に追加された新規シーンのシーンアイコンである。具体的には、シーンアイコン
７１０は、撮像部１４０によって取得された画像である。例えば、シーンアイコン７１０
は、新規シーンが示す照明状態で照明された空間を撮影することで取得された画像である
。具体的には、シーンアイコン７１０は、図７に示す撮影確認画面６００の同意ボタン６
２０が選択された場合に、撮像部１４０によって取得された画像である。
【０１３６】
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　シーン名７２０は、新規シーンのシーン名である。具体的には、シーン名７２０は、図
６に示すシーン名入力画面５００のテキストボックス５２０に入力されたテキストである
。
【０１３７】
　なお、新規シーン選択画面７００では、新規シーンのシーンアイコン７１０が選択され
た状態で表示される。具体的には、図８に示すように、新規シーンのシーンアイコン７１
０は、枠３６０で囲まれている。このとき、１以上の照明機器は、新規シーンが示す照明
状態で空間を照明している。
【０１３８】
　ここで、表示制御部１３０が生成する新規シーン選択画面の別の一例について、図９を
用いて説明する。図９は、実施の形態１に係る新規シーン選択画面７００ａを示す図であ
る。
【０１３９】
　新規シーン選択画面７００ａは、新規シーンの設定終了後に表示されるシーン選択画面
である。具体的には、新規シーン選択画面７００ａは、既存のシーン選択画面に新規シー
ンのシーンアイコンが追加された画面である。
【０１４０】
　新規シーン選択画面７００ａは、新規シーンのシーンアイコン７１０ａ及びシーン名７
２０を含んでいる。例えば、新規シーン選択画面７００ａは、図７に示す撮影確認画面６
００の不同意ボタン６３０が選択された場合に表示される。
【０１４１】
　シーンアイコン７１０ａは、既存のシーン選択画面（例えば、図３に示すシーン選択画
面３００）に追加された新規シーンのシーンアイコンである。具体的には、シーンアイコ
ン７１０ａは、デフォルト画像である。
【０１４２】
　このように、撮像部１４０による撮影が行われなかった場合には、新規シーンのシーン
アイコン７１０ａとしてデフォルト画像が表示される。
【０１４３】
　なお、新規シーン選択画面７００ａでは、新規シーンのシーンアイコン７１０ａが選択
された状態で表示される。具体的には、図９に示すように、新規シーンのシーンアイコン
７１０ａは、枠３６０で囲まれている。このとき、１以上の照明機器は、新規シーンが示
す照明状態で空間を照明している。
【０１４４】
　続いて、実施の形態１に係るシーンの作成方法について、図１０Ａ、図１０Ｂ及び図１
１を用いて説明する。図１０Ａ及び図１０Ｂは、実施の形態１に係るシーンの作成方法の
一例を示すフローチャートである。図１１は、実施の形態１に係るシーンの作成方法にお
いて表示される画面遷移の一例を示す図である。
【０１４５】
　例えば、本実施の形態に係る携帯端末１００の制御方法は、１以上の照明機器を制御す
るためのアプリケーションソフトウェアなどによって実現される。例えば、当該アプリケ
ーションソフトウェアが起動されることによって、実施の形態１に係るシーン作成方法が
開始される。
【０１４６】
　まず、表示制御部１３０は、シーン情報を取得する（Ｓ１００）。具体的には、表示制
御部１３０は、照明情報管理部１５０に記憶されているシーン情報を読み出して取得する
。シーン情報は、例えば、図２に示すような、既に作成済みの１以上のシーンを示す情報
である。
【０１４７】
　次に、表示制御部１３０は、取得したシーン情報に基づいてシーン選択画面３００を生
成し、生成したシーン選択画面３００を表示部１２０に表示させる（Ｓ１０２）。これに
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より、表示部１２０には、図１１の（ａ）に示すようにシーン選択画面３００が表示され
る。シーン選択画面３００の詳細は、図３を用いて説明した通りである。
【０１４８】
　次に、シーン作成ボタン（作成ボタン３３０）が選択された場合（Ｓ１０４でＹｅｓ）
、表示制御部１３０は、操作対象照明情報を取得する（Ｓ１０６）。具体的には、表示制
御部１３０は、入力部１１０が作成ボタン３３０の押下を検出した場合、照明情報管理部
１５０に記憶されている操作対象照明情報を読み出して取得する。操作対象照明情報は、
例えば、図４に示すように、既に登録済みの１以上の照明機器を示す情報である。
【０１４９】
　次に、表示制御部１３０は、取得した操作対象照明情報に基づいてシーン作成画面４０
０を生成し、生成したシーン作成画面４００を表示部１２０に表示させる（Ｓ１０８）。
これにより、表示部１２０には、図１１の（ｂ）に示すようにシーン作成画面４００が表
示される。シーン作成画面４００の詳細は、図５を用いて説明した通りである。
【０１５０】
　なお、シーン作成ボタン（作成ボタン３３０）が選択されない場合（Ｓ１０４でＮｏ）
、表示制御部１３０は、作成ボタン３３０が選択されるまで待機する。このとき、１以上
のシーンアイコン３１０のいずれか１つが選択された場合は、表示制御部１３０は、選択
されたシーンアイコンを囲むように所定の枠３６０を付与して表示させる。また、照明制
御部１６０は、選択されたシーンアイコン３１０に対応するシーンが示す照明状態で空間
を照明するように１以上の照明機器を制御するための制御信号を生成する。そして、照明
制御部１６０は、生成した制御信号を、通信部１７０及びネットワークを介して１以上の
照明機器に送信する。これにより、選択されたシーンが示す照明状態で空間を照明するこ
とができる。
【０１５１】
　次に、表示制御部１３０及び照明制御部１６０は、ユーザによって入力された照明機器
の設定情報を取得する（Ｓ１１０）。図１１の（ｂ）に示すようにシーン作成画面４００
が表示されることで、ユーザは、１以上の照明機器のそれぞれの調光機能又は調色機能の
設定値を設定することができる。表示制御部１３０及び照明制御部１６０は、例えば、ユ
ーザによって操作された調光スライダ４１１ａ又は調色スライダ４１１ｂが示す設定値を
、入力部１１０を介して取得する。
【０１５２】
　そして、表示制御部１３０は、入力部１１０を介して取得した設定値に応じてシーン作
成画面４００を生成し、生成したシーン作成画面４００を表示部１２０に表示させる。つ
まり、表示制御部１３０は、ユーザによる操作に同期させて、逐次、シーン作成画面４０
０を生成して表示部１２０に表示させる。具体的には、ユーザがスライダを操作した場合
は、ユーザ操作に応じてシーン作成画面４００のスライダの表示が変更される。このよう
にして、表示部１２０には、図１１の（ｃ）に示すように変更後のシーン作成画面４００
が表示される。
【０１５３】
　また、照明制御部１６０は、ユーザによる設定画面の操作によって設定された照明状態
が示す設定情報に基づいて、１以上の照明機器を制御するための制御信号を生成する（Ｓ
１１２）。そして、照明制御部１６０は、生成した制御信号を、通信部１７０及びネット
ワークを介して１以上の照明機器に送信する。これにより、ユーザによる操作に同期させ
て、逐次、１以上の照明機器による照明状態が変化する。
【０１５４】
　例えば、ユーザが１以上の照明機器のうち、「リビングシーリングライト」の調光スラ
イダ４１１ａを操作した場合、実際の「リビングシーリングライト」の明るさが、ユーザ
の操作に応じて変化する。例えば、「リビングシーリングライト」の調光比が１００にな
るように、ユーザが調光スライダ４１１ａを操作した場合、「リビングシーリングライト
」は、最大の明るさで空間を照明する。
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【０１５５】
　シーン作成完了ボタン（完了ボタン４２０）が選択されるまで（Ｓ１１４でＮｏ）、ユ
ーザ操作による設定情報の取得（Ｓ１１０）と照明機器の制御（Ｓ１１２）とを繰り返す
。
【０１５６】
　このように、設定画面４１０におけるユーザの操作に同期して、１以上の照明機器の照
明状態を変更する。したがって、ユーザは、照明状態の雰囲気を実際に確認しながら携帯
端末１００を操作することで、所望のシーンを作成することができる。
【０１５７】
　シーン作成完了ボタン（完了ボタン４２０）が選択された場合（Ｓ１１４でＹｅｓ）、
表示制御部１３０は、シーン名入力画面５００を生成し、生成したシーン名入力画面５０
０を表示部１２０に表示させる（Ｓ１１６）。具体的には、入力部１１０が完了ボタン４
２０の押下を検出した場合に、表示制御部１３０は、シーン名入力画面５００を生成する
。これにより、表示部１２０には、図１１の（ｄ）に示すようにシーン名入力画面５００
が表示される。シーン名入力画面５００の詳細は、図６を用いて説明した通りである。
【０１５８】
　このとき、シーン名入力画面５００が表示された時点では、テキストボックス５２０に
は何も入力されていない。つまり、空欄のテキストボックス５２０が表示される。ユーザ
は、所望のシーン名をテキストボックス５２０に入力する。
【０１５９】
　入力部１１０は、テキストボックス５２０に入力されたテキスト（シーン名）を取得す
る。そして、表示制御部１３０は、入力部１１０によって取得されたテキストをテキスト
ボックス５２０に表示する（Ｓ１１８）。これにより、表示部１２０には、図１１の（ｅ
）に示すように、ユーザが入力したテキストが表示されたテキストボックス５２０を含む
シーン名入力画面５００が表示される。
【０１６０】
　シーン名入力完了ボタンが選択された場合（Ｓ１２０でＹｅｓ）、表示制御部１３０は
、シーンアイコンの撮影確認画面６００を生成し、生成した撮影確認画面６００を表示部
１２０に表示させる（Ｓ１２２）。具体的には、入力部１１０が確認ボタン５３０の押下
を検出した場合に、表示制御部１３０は、撮影確認画面６００を生成する。これにより、
表示部１２０には、図１１の（ｆ）に示すように撮影確認画面６００が表示される。なお
、このとき、照明情報管理部１５０は、確認ボタン５３０が選択された時点でテキストボ
ックス５２０に入力されていたテキストを、新規シーンのシーン名として管理する。
【０１６１】
　なお、シーン名入力完了ボタン（確認ボタン５３０）が選択されない場合（Ｓ１２０で
Ｎｏ）、表示制御部１３０は、確認ボタン５３０が選択されるまで待機する。
【０１６２】
　次に、表示制御部１３０は、撮影確認画面６００でいずれかのボタンが選択されるまで
待機する（Ｓ１２４でＮｏ）。具体的には、入力部１１０が同意ボタン６２０及び不同意
ボタン６３０のいずれかの押下を検出するまで、表示制御部１３０は、撮影確認画面６０
０を表示部１２０に表示させておく。
【０１６３】
　いずれかのボタンが選択された場合（Ｓ１２４でＹｅｓ）、選択されたボタンが撮影ボ
タン（同意ボタン６２０）であれば（Ｓ１２６でＹｅｓ）、撮像部１４０が起動される（
Ｓ１２８）。具体的には、入力部１１０が同意ボタン６２０の押下を検出した場合、表示
制御部１３０は、撮像部１４０を起動する。
【０１６４】
　撮像部１４０が起動されることで、図１１の（ｇ）に示すように、表示部１２０には、
撮像部１４０のイメージセンサで取得された画像（ライブビュー画像）が表示される。ユ
ーザは、表示部１２０に表示される画像を見ながら、シャッターボタンを押下することが
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できる。撮像部１４０は、シャッターボタンが押下されたときに、撮影画像を取得する。
【０１６５】
　撮像部１４０が起動された時点では、空間は、完了ボタン４２０が選択された時点での
照明機器の設定情報に基づいた照明状態で照明されている。すなわち、空間は、ユーザが
作成した新規シーンが示す照明状態で照明されている。したがって、空間を撮影すること
で、ユーザが作成した新規シーンの雰囲気を撮影画像として保存することができる。つま
り、ユーザは、撮影画像を目視することで、新規シーンの雰囲気を確認することができる
。
【０１６６】
　撮影画像が取得された場合（Ｓ１３０でＹｅｓ）、表示制御部１３０は、取得された撮
影画像をシーンアイコンとして設定する（Ｓ１３２）。なお、撮影画像が取得されるまで
（Ｓ１３０でＮｏ）、撮像部１４０は、撮像が可能な状態に保たれる。
【０１６７】
　また、撮影確認画面６００で、選択されたボタンが不同意ボタン６３０である場合（Ｓ
１２６でＮｏ）、表示制御部１３０は、デフォルト画像をシーンアイコンとして設定する
（Ｓ１３４）。
【０１６８】
　そして、照明情報管理部１５０は、１以上の照明機器の設定情報と、シーン名と、シー
ンアイコンとを対応付けて、新規シーンとして記憶する（Ｓ１３６）。つまり、撮像部１
４０によって撮影画像が取得された場合には、取得された撮影画像がシーンアイコンとし
て管理され、撮像部１４０によって撮影画像が取得されなかった場合には、デフォルト画
像がシーンアイコンとして管理される。
【０１６９】
　最後に、表示制御部１３０は、作成された新規シーンが選択された状態で、新規シーン
選択画面７００又は７００ａを生成し、生成した新規シーン選択画面７００又は７００ａ
を表示部１２０に表示させる（Ｓ１３８）。これにより、撮影画像が取得された場合には
、表示部１２０には、図１１の（ｈ）に示すように新規シーン選択画面７００が表示され
る。また、撮影画像が取得されなかった場合には、表示部１２０には、図１１の（ｉ）に
示すように新規シーン選択画面７００ａが表示される。
【０１７０】
　なお、新規シーン選択画面７００又は７００ａが表示された後は、作成ボタン３３０の
押下を検出する処理（Ｓ１０４）以降の処理が繰り返される。
【０１７１】
　以上のように、本実施の形態に係る携帯端末１００の制御方法によれば、新規シーンを
作成する際に、１以上の照明機器の設定が完了した後で、当該設定に基づいて１以上の照
明機器によって照明される空間を撮影し、撮影によって取得された画像を新規シーンのシ
ーンアイコンとして設定する。つまり、新規シーンの雰囲気を示す画像がシーンアイコン
として設定される。
【０１７２】
　そして、シーン選択画面では、新規シーンの雰囲気を示す画像がシーンアイコンとして
表示されるので、ユーザは、シーンアイコンを目視するだけで、シーンの雰囲気を容易に
確認することができる。つまり、シーンアイコンが実際のシーンを撮影した画像であるか
ら、ユーザは、視覚的にシーンの雰囲気を容易に確認することができる。
【０１７３】
　（実施の形態２）
　続いて、実施の形態２に係る携帯端末１００の制御方法について説明する。具体的には
、シーンの編集方法について説明する。つまり、実施の形態２では、既存のシーンを編集
することで、新規シーンを設定する方法について説明する。例えば、実施の形態２では、
図３に示すシーン選択画面３００の編集ボタン３４０が選択された場合について説明する
。
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【０１７４】
　なお、実施の形態２に係る照明システム１０、携帯端末１００及び１以上の照明機器（
第１照明機器２００及び第２照明機器２０１）の構成については、図１と同様であるので
、説明を省略する場合がある。
【０１７５】
　まず、表示制御部１３０が生成するシーン編集画面について、図１２を用いて説明する
。図１２は、実施の形態２に係るシーン編集画面８００を示す図である。
【０１７６】
　シーン編集画面８００は、シーン設定画面の一例であり、既存のシーンを編集すること
で新規シーンを設定するための画面である。シーン編集画面８００は、図３に示すシーン
選択画面３００において、１つのシーンアイコン３１０が選択された状態で、編集ボタン
３４０が選択された場合に表示される。
【０１７７】
　図１２に示すように、シーン編集画面８００は、設定画面８１０と、完了ボタン４２０
と、削除ボタン８３０と、シーン名８４０とを含んでいる。
【０１７８】
　設定画面８１０は、選択されたシーンに対応するシーンを編集することで、１以上の照
明機器による新たな照明状態を示す新規シーンを設定するための画面である。具体的には
、設定画面８１０は、既存のシーンを編集することで、新規シーンを設定するための画面
である。図１２に示すように、設定画面８１０は、調光スライダ８１１ａと、調色スライ
ダ８１１ｂと、照明機器名４１２とを含んでいる。
【０１７９】
　調光スライダ８１１ａ及び調色スライダ８１１ｂはそれぞれ、図５に示す調光スライダ
４１１ａ及び調色スライダ４１１ｂと比較して、シーン編集画面８００が表示された時点
での初期位置が異なっている。その他の点については、調光スライダ８１１ａ及び調色ス
ライダ８１１ｂはそれぞれ、調光スライダ４１１ａ及び調色スライダ４１１ｂと同じであ
る。
【０１８０】
　調光スライダ８１１ａ及び調色スライダ８１１ｂの初期位置は、選択されたシーンに対
応する設定情報に基づいて決定される。つまり、ユーザによる操作前における設定画面８
１０に設定された照明状態は、選択されたシーンアイコンに対応するシーンが示す照明状
態である。
【０１８１】
　例えば、図１２に示すように「食事」のシーンが選択された場合に、調光スライダ８１
１ａ及び調色スライダ８１１ｂの初期位置は、図２に示すシーン情報を用いて、「食事」
のシーンに対応する照明機器の設定情報に基づいて決定される。具体的には、「リビング
シーリングライト」の調光比の初期値は「３０」であり、色温度の初期値は「３５００Ｋ
」であるため、調光スライダ８１１ａ及び調色スライダ８１１ｂはそれぞれ、「３０」及
び「３５００Ｋ」に相当する位置を初期位置として表示される。
【０１８２】
　削除ボタン８３０は、選択されたシーンを削除するためのボタンである。削除ボタン８
３０は、ＧＵＩコンポーネントの一例であり、例えば、プッシュボタンである。ユーザに
よって削除ボタン８３０が選択された場合、選択されたシーンに対応するシーン名、シー
ンアイコン及び設定情報がシーン情報から削除される。
【０１８３】
　シーン名８４０は、編集対象となっているシーンを示す情報である。例えば、シーン名
８４０は、図３に示すシーン選択画面３００において選択されたシーンアイコン３１０に
対応するシーン名３２０に対応する。シーン名８４０が表示されることにより、ユーザは
、現在編集中のシーンが何のシーンであるかを確認することができる。
【０１８４】
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　続いて、実施の形態２に係るシーンの編集方法について、図１３Ａ、図１３Ｂ及び図１
４を用いて説明する。図１３Ａ及び図１３Ｂは、実施の形態２に係るシーンの編集方法の
一例を示すフローチャートである。図１４は、実施の形態２に係るシーンの編集方法にお
いて表示される画面遷移の一例を示す図である。なお、図１３Ａ及び図１３Ｂにおいて、
実施の形態１に係るシーンの作成方法と同じ処理には、同じ符号を付しており、説明を省
略する場合がある。
【０１８５】
　まず、表示制御部１３０は、シーン情報を取得する（Ｓ１００）。そして、表示制御部
１３０は、取得したシーン情報に基づいてシーン選択画面３００を生成し、生成したシー
ン選択画面３００を表示部１２０に表示させる（Ｓ１０２）。これにより、表示部１２０
には、図１４の（ａ）に示すようにシーン選択画面３００が表示される。シーン選択画面
３００の詳細は、図３を用いて説明した通りである。
【０１８６】
　次に、表示制御部１３０は、シーンアイコン３１０が選択されるまで待機する（Ｓ２０
３でＮｏ）。１以上のシーンアイコン３１０のいずれか１つが選択された場合（Ｓ２０３
でＹｅｓ）、照明制御部１６０は、選択されたシーンに対応する１以上の照明機器の設定
情報に基づいて制御信号を生成し、生成した制御信号を１以上の照明機器に送信する（Ｓ
２０４）。つまり、照明制御部１６０は、選択されたシーンアイコン３１０に対応するシ
ーンが示す照明状態で空間を照明するための制御信号を生成する。そして、照明制御部１
６０は、生成した制御信号を、通信部１７０及びネットワークを介して１以上の照明機器
に送信する。これにより、選択されたシーンが示す照明状態で空間を照明することができ
る。
【０１８７】
　次に、シーン編集ボタン（編集ボタン３４０）が選択された場合（Ｓ２０５でＹｅｓ）
、表示制御部１３０は、操作対象照明情報を取得する（Ｓ１０６）。具体的には、表示制
御部１３０は、入力部１１０が編集ボタン３４０の押下を検出した場合、照明情報管理部
１５０に記憶されている操作対象照明情報を読み出して取得する。
【０１８８】
　次に、表示制御部１３０は、選択されたシーンに対応する照明機器の設定情報と、シー
ン名と、シーンアイコンとを取得する（Ｓ２０７）。具体的には、表示制御部１３０は、
選択されたシーンに対応する照明機器の設定情報と、シーン名と、シーンアイコンとを、
照明情報管理部１５０から読み出して取得する。
【０１８９】
　次に、表示制御部１３０は、取得した操作対象照明情報に基づいてシーン編集画面８０
０を生成し、生成したシーン編集画面８００を表示部１２０に表示させる（Ｓ２０８）。
これにより、表示部１２０には、図１４の（ｂ）に示すようにシーン編集画面８００が表
示される。シーン編集画面８００の詳細は、図１２を用いて説明した通りである。
【０１９０】
　このとき、表示制御部１３０は、シーン編集画面８００に含まれる各スライダの初期位
置を、選択されたシーンに対応する照明機器の設定情報に基づいて決定する。つまり、図
１４の（ｂ）に示すように、シーン編集画面８００が表示された時点では、「食事」のシ
ーンに対応する照明機器の設定情報に基づいて決定された位置を初期位置としたスライダ
が表示される。
【０１９１】
　なお、シーン編集ボタン（編集ボタン３４０）が選択されない場合（Ｓ２０５でＮｏ）
、表示制御部１３０は、編集ボタン３４０が選択されるまで待機する。このとき、表示制
御部１３０は、選択された別のシーンアイコンを囲むように所定の枠３６０を付与して表
示させる。また、別のシーンアイコン３１０が選択された場合は、照明制御部１６０は、
選択されたシーンアイコン３１０に対応するシーンが示す照明状態で空間を照明するため
の制御信号を生成する。そして、照明制御部１６０は、生成した制御信号を、通信部１７
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０及びネットワークを介して１以上の照明機器に送信する。これにより、選択されたシー
ンが示す照明状態で空間を照明することができる。
【０１９２】
　次に、表示制御部１３０及び照明制御部１６０は、ユーザによって入力された照明機器
の設定情報を取得する（Ｓ２１０）。図１４の（ｂ）に示すようにシーン編集画面８００
が表示されることで、ユーザは、１以上の照明機器のそれぞれの調光機能又は調色機能の
設定値を設定することができる。表示制御部１３０及び照明制御部１６０は、例えば、ユ
ーザによって操作された調光スライダ８１１ａ又は調色スライダ８１１ｂが示す設定値を
、入力部１１０を介して取得する。
【０１９３】
　そして、表示制御部１３０は、入力部１１０を介して取得した設定値に応じてシーン編
集画面８００を生成し、生成したシーン編集画面８００を表示部１２０に表示させる。つ
まり、表示制御部１３０は、ユーザによる操作に同期させて、逐次、シーン編集画面８０
０を生成して表示部１２０に表示させる。具体的には、ユーザがスライダを操作した場合
は、ユーザ操作に応じてシーン編集画面８００のスライダの表示が変更される。このよう
にして、表示部１２０には、図１４の（ｃ）に示すように変更後のシーン編集画面８００
が表示される。
【０１９４】
　また、照明制御部１６０は、ユーザによる設定画面の操作によって設定された照明状態
を示す設定情報に基づいて、１以上の照明機器を制御するための制御信号を生成する（Ｓ
１１２）。そして、照明制御部１６０は、生成した制御信号を、通信部１７０及びネット
ワークを介して１以上の照明機器に送信する。これにより、ユーザによる操作に同期させ
て、逐次、１以上の照明機器による照明状態が変化する。
【０１９５】
　シーン編集完了ボタン（完了ボタン４２０）が選択されるまで（Ｓ２１４でＮｏ）、ユ
ーザ操作による設定情報の取得（Ｓ２１０）と照明機器の制御（Ｓ１１２）とを繰り返す
。
【０１９６】
　このように、設定画面８１０におけるユーザの操作に同期して、１以上の照明機器の照
明状態を変更する。したがって、ユーザは、照明状態の雰囲気を実際に確認しながら携帯
端末１００を操作することで、所望のシーンを設定することができる。
【０１９７】
　シーン編集完了ボタン（完了ボタン４２０）が選択された場合（Ｓ２１４でＹｅｓ）、
表示制御部１３０は、シーン名入力画面５００を生成し、生成したシーン名入力画面５０
０を表示部１２０に表示させる（Ｓ２１６）。具体的には、入力部１１０が完了ボタン４
２０の押下を検出した場合に、表示制御部１３０は、シーン名入力画面５００を生成する
。これにより、表示部１２０には、図１４の（ｄ）に示すようにシーン名入力画面５００
が表示される。シーン名入力画面５００の詳細は、図６を用いて説明した通りである。
【０１９８】
　このとき、シーン名入力画面５００が表示された時点では、テキストボックス５２０に
は、選択されたシーンアイコン３１０に対応するシーン名が表示されている。具体的には
、図１４の（ｄ）に示すように、テキストボックス５２０には「食事」が表示されている
。ユーザは、表示されているシーン名をそのまま利用することができる。あるいは、表示
されているシーン名を削除した上で、所望のシーン名をテキストボックス５２０に入力す
ることができる。
【０１９９】
　入力部１１０は、テキストボックス５２０に入力されたテキストを取得する。そして、
表示制御部１３０は、入力部１１０によって取得されたテキストをテキストボックス５２
０に表示する（Ｓ１１８）。これにより、表示部１２０には、図１４の（ｅ）に示すよう
に、ユーザが入力したテキストが表示されたテキストボックス５２０を含むシーン名入力
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画面５００が表示される。なお、図１４では、シーン名を「食事」から「夕食」に変更す
る場合について示している。
【０２００】
　以降、シーン名入力画面５００の確認ボタン５３０の検出処理（Ｓ１２０）から撮影画
像をシーンアイコンとして設定する処理（Ｓ１３２）までは、図１０Ｂに示すシーン作成
方法と同じである。
【０２０１】
　具体的には、確認ボタン５３０が選択された場合には、図１４の（ｆ）に示すように、
撮影確認画面６００が表示される。さらに、撮影確認画面６００の同意ボタン６２０が選
択された場合には、撮像部１４０が起動されて、図１４の（ｇ）に示すように、表示部１
２０には、撮像部１４０のイメージセンサで取得された画像（ライブビュー画像）が表示
される。ユーザがシャッターボタンを押下することで、撮像部１４０は、撮影画像を取得
する。
【０２０２】
　一方で、撮影確認画面６００において選択されたボタンが不同意ボタン６３０である場
合（Ｓ１２６でＮｏ）、表示制御部１３０は、選択されたシーン、すなわち、編集中のシ
ーンに対応するシーンアイコンをそのまま編集後のシーンのシーンアイコンとして設定す
る（Ｓ２３４）。なお、このとき、表示制御部１３０は、デフォルト画像をシーンアイコ
ンとして設定してもよい。
【０２０３】
　そして、照明情報管理部１５０は、１以上の照明機器の設定情報と、シーン名と、シー
ンアイコンとを対応付けて、編集後のシーンとしてメモリに記憶する（Ｓ２３６）。つま
り、撮像部１４０によって撮影画像が取得された場合には、取得された撮影画像がシーン
アイコンとして管理され、撮像部１４０によって撮影画像が取得されなかった場合には、
編集前のシーンアイコン又はデフォルト画像がシーンアイコンとして管理される。
【０２０４】
　最後に、表示制御部１３０は、編集後のシーン、すなわち、新規シーンが選択された状
態で、新規シーン選択画面７００ｂを生成し、生成した新規シーン選択画面７００ｂを表
示部１２０に表示させる（Ｓ２３８）。このように、表示制御部１３０は、１以上のシー
ンアイコン３１０のうち選択されたシーンアイコン（編集対象のシーンアイコン）の代わ
りに、新規シーンのシーンアイコンを含む新規シーン選択画面７００ｂを表示部１２０に
表示させる。これにより、表示部１２０には、図１４の（ｈ）に示すような新規シーン選
択画面７００ｂが表示される。
【０２０５】
　なお、新規シーン選択画面が表示された後は、シーンアイコンの押下を検出する処理（
Ｓ２０３）以降の処理が繰り返される。
【０２０６】
　以上のように、本実施の形態に係る携帯端末１００の制御方法によれば、既存のシーン
を編集することで新規シーンを設定する際に、１以上の照明機器の設定が完了した後で、
当該設定に基づいて１以上の照明機器によって照明される空間を撮影し、撮影によって取
得された画像を新規シーンのシーンアイコンとして設定する。つまり、新規シーンの雰囲
気を示す画像がシーンアイコンとして設定される。
【０２０７】
　そして、シーン選択画面では、新規シーンの雰囲気を示す画像がシーンアイコンとして
表示されるので、ユーザは、シーンアイコンを目視するだけで、シーンの雰囲気を容易に
確認することができる。つまり、シーンアイコンが実際のシーンを撮影した画像であるか
ら、ユーザは、視覚的にシーンの雰囲気を容易に確認することができる。
【０２０８】
　なお、本実施の形態では、既存のシーンを編集することで新規シーンを設定する例につ
いて説明した。このとき、既存のシーンは新規シーンによって上書きされてしまうが、新
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規シーンを既存のシーンとは別に保存してもよい。すなわち、既存のシーンと新規シーン
との両方をシーン情報に含めてもよい。言い換えると、表示制御部１３０は、１以上のシ
ーンアイコン３１０とともに、新規シーンのシーンアイコンを含む新規シーン選択画面を
、表示部１２０に表示させてもよい。
【０２０９】
　例えば、表示制御部１３０は、図１５に示す保存確認画面９００を生成し、生成した保
存確認画面９００を表示部１２０に表示させる。ここで、図１５は、実施の形態２の変形
例に係る保存確認画面９００を示す図である。
【０２１０】
　保存確認画面９００は、新規シーンを保存する方法をユーザに選択させるための画面で
ある。具体的には、保存確認画面９００は、新規シーンを既存のシーンに上書き保存する
か否かをユーザに確認するための画面である。図１５に示すように、保存確認画面９００
は、コメント９１０と、同意ボタン９２０と、不同意ボタン９３０とを含んでいる。
【０２１１】
　コメント９１０は、ユーザが行うべき操作を提示するためのテキストである。具体的に
は、コメント９１０は、新規シーンを既存のシーン（編集対象のシーン）に上書き保存す
るか否かをユーザに確認するためのテキストである。例えば、図１５に示すように、「上
書き保存しますか？」というコメント９１０が表示される。なお、コメント９１０の代わ
りに、音声でユーザに保存の確認を行ってもよい。
【０２１２】
　同意ボタン９２０は、ＧＵＩコンポーネントの一例であり、例えば、プッシュボタンで
ある。同意ボタン９２０は、新規シーンを既存のシーンに上書き保存するためのボタンで
あり、コメント９１０に対する同意を示すボタンである。
【０２１３】
　不同意ボタン９３０は、ＧＵＩコンポーネントの一例であり、例えば、プッシュボタン
である。不同意ボタン９３０は、新規シーンを新規保存するためのボタンであり、コメン
ト９１０に対する不同意を示すボタンである。
【０２１４】
　ここで、図１５に示す保存確認画面９００を表示させる処理について、図１６を用いて
説明する。図１６は、実施の形態２の変形例に係る新規シーンの保存処理の一例を示すフ
ローチャートである。具体的には、図１６は、図１３Ｂに示す保存処理（Ｓ２３６）の詳
細を示している。
【０２１５】
　図１６に示すように、撮影画像をシーンアイコンとして設定した後（Ｓ１３２）、表示
制御部１３０は、保存確認画面９００を生成して、表示部１２０に表示させる（Ｓ２３６
１）。
【０２１６】
　上書き保存が選択された場合（Ｓ２３６２でＹｅｓ）、新規シーンは編集対象のシーン
に上書きされ、編集後のシーンとして保存される（Ｓ２３６３）。具体的には、入力部１
１０が同意ボタン９２０の押下を検出した場合に、照明情報管理部１５０は、編集対象の
シーンの１以上の照明機器の設定情報、シーン名及びシーンアイコンの代わりに、新規シ
ーンの１以上の照明機器の設定情報、シーン名及びシーンアイコンを記憶する。したがっ
て、シーンの編集前と編集後とでは、シーン情報に含まれるシーンの数は同じである。
【０２１７】
　新規保存が選択された場合（Ｓ２３６２でＮｏ）、新規シーンは編集対象のシーンとは
別に編集後のシーンとして保存される（Ｓ２３６４）。具体的には、入力部１１０が不同
意ボタン９３０の押下を検出した場合に、照明情報管理部１５０は、新規シーンの１以上
の照明機器の設定情報、シーン名及びシーンアイコンを新たに記憶する。したがって、シ
ーンの編集前と編集後とでは、シーン情報に含まれるシーンの数が１つ増加する。
【０２１８】
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　以上のように、既存のシーンを編集することで新規シーンを設定する場合に、新規シー
ンを上書き保存するか否かをユーザに選択させてもよい。言い換えると、既存のシーンを
残しておくか否かをユーザに選択させてもよい。これにより、例えば、既存のシーンを少
しだけ編集したシーンを、既存のシーンとは別に保存しておくことができる。
【０２１９】
　（他の実施の形態）
　以上、１つ又は複数の態様に係る携帯端末の制御方法について、各実施の形態に基づい
て説明したが、本発明は、各実施の形態に限定されるものではない。本発明の趣旨を逸脱
しない限り、当業者が思いつく各種変形を各実施の形態に施した形態、及び、異なる実施
の形態における構成要素を組み合わせて構築される形態も、１つ又は複数の態様の範囲内
に含まれてもよい。
【０２２０】
　例えば、上記の各実施の形態では、撮影確認画面６００を表示部１２０に表示させ、同
意ボタン６２０が選択された場合に、表示制御部１３０が撮像部１４０を起動する例につ
いて説明したが、これに限らない。例えば、表示制御部１３０は、撮影確認画面６００を
表示部１２０に表示させることなく、撮像部１４０を起動してもよい。
【０２２１】
　言い換えると、シーン設定画面の設定完了ボタンが選択された場合に、表示制御部１３
０は、撮像部１４０を起動させてもよい。具体的には、シーン作成画面４００又はシーン
編集画面８００の完了ボタン４２０が選択された場合に、表示制御部１３０は、撮像部１
４０を起動してもよい。
【０２２２】
　例えば、図１０Ａ及び図１０Ｂに示す例では、完了ボタン４２０が選択され、かつ、シ
ーン名入力画面５００の確認ボタン５３０が選択された場合に、撮像部１４０を起動させ
る。具体的には、入力部１１０が確認ボタン５３０の押下を検出した場合に、表示制御部
１３０は、直ちに撮像部１４０を起動する。言い換えると、表示制御部１３０は、入力部
１１０が確認ボタン５３０の押下を検出した場合に、他の画面を表示させることなく、撮
像部１４０を起動する。ここで、他の画面は、例えば、ユーザからの入力を受け付けるＧ
ＵＩコンポーネントを含む画面である。
【０２２３】
　なお、表示制御部１３０は、シーン作成画面４００又はシーン編集画面８００の完了ボ
タン４２０が選択された場合に、直ちに撮像部１４０を起動してもよい。具体的には、入
力部１１０が完了ボタン４２０の押下を検出した場合に、表示制御部１３０は、シーン名
入力画面５００などの他の画面を表示させることなく、撮像部１４０を起動してもよい。
【０２２４】
　これにより、新規シーンの設定を行う場合には必ず撮像部１４０が起動されて、シーン
アイコンを撮影することができる。したがって、シーン選択画面で表示されるシーンアイ
コンは必ず撮影画像になるので、シーンの雰囲気を容易に確認することができる。
【０２２５】
　また、上記の各実施の形態では、撮影画像が取得されない場合に、予め定められたデフ
ォルト画像をシーンアイコンとして設定する例について説明したが、これに限らない。例
えば、撮影画像が取得されない場合に、複数のデフォルト画像から１つのデフォルト画像
を選択し、選択したデフォルト画像をシーンアイコンとして設定してもよい。
【０２２６】
　例えば、表示制御部１３０は、図１７に示すデフォルト画像選択画面１０００を生成し
、生成したデフォルト画像選択画面１０００を表示部１２０に表示させる。ここで、図１
７は、実施の形態の変形例に係るデフォルト画像選択画面１０００を示す図である。
【０２２７】
　デフォルト画像選択画面１０００は、予め定められた複数のデフォルト画像の中からユ
ーザに１つのデフォルト画像を選択させるための画面である。図１７に示すように、デフ
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ォルト画像選択画面１０００は、コメント１０１０と、複数のデフォルト画像１０２０を
含んでいる。
【０２２８】
　コメント１０１０は、ユーザが行うべき操作を提示するためのテキストである。具体的
には、コメント１０１０は、ユーザにデフォルト画像の選択を促すためのテキストである
。例えば、図１７に示すように、「デフォルト画像を選択してください」というコメント
１０１０が表示される。なお、コメント１０１０の代わりに、音声でユーザにデフォルト
画像の選択を促してもよい。
【０２２９】
　複数のデフォルト画像１０２０は、ユーザによって選択可能である。つまり、複数のデ
フォルト画像１０２０は、タッチスクリーンに触れるユーザの指などによって選択される
。
【０２３０】
　ここで、図１７に示すデフォルト画像選択画面１０００を表示させる処理について、図
１８を用いて説明する。図１８は、実施の形態の変形例に係るデフォルト画像の選択処理
の一例を示すフローチャートである。具体的には、図１８は、図１０Ｂに示すデフォルト
画像選択処理（Ｓ１３４）の詳細を示している。
【０２３１】
　図１８に示すように、撮影確認画面６００の不同意ボタン６３０が選択された場合（Ｓ
１２６でＮｏ）、表示制御部１３０は、デフォルト画像選択画面１０００を生成して、表
示部１２０に表示させる（Ｓ１３４１）。これにより、ユーザは、複数のデフォルト画像
１０２０の中から任意の１つのデフォルト画像を選択することができる。
【０２３２】
　１つのデフォルト画像が選択された場合（Ｓ１３４２でＹｅｓ）、表示制御部１３０は
、選択されたデフォルト画像をシーンアイコンとして設定する（Ｓ１３４３）。具体的に
は、入力部１１０がユーザによって選択されたデフォルト画像を検出した場合、表示制御
部１３０は、選択されたデフォルト画像を新規シーンのシーンアイコンとして設定する。
なお、デフォルト画像が選択されない場合（Ｓ１３４２でＮｏ）、デフォルト画像が選択
されるまで待機する。
【０２３３】
　これにより、撮影画像が取得されなかったことをユーザに提示することができるので、
改めて撮影画像の取得を促すことができる。
【０２３４】
　また、上記の各実施の形態では、１枚の撮影画像が取得された場合に、撮影画像をシー
ンアイコンとして設定する例について説明したが、これに限らない。例えば、複数の画像
を撮影してもよい。
【０２３５】
　例えば、図１０Ｂにおいて、撮像部１４０が起動された後（Ｓ１２８）、表示制御部１
３０は、図１９に示す撮影終了確認画面１１００を生成し、生成した撮影終了確認画面１
１００を表示部１２０に表示させる。例えば、撮影が行われる毎に、すなわち、１枚の撮
影画像が取得される毎に、撮影終了確認画面１１００は表示される。
【０２３６】
　ここで、図１９は、実施の形態の変形例に係る撮影終了確認画面１１００を示す図であ
る。撮影終了確認画面１１００は、ユーザに撮影を終了するか否かを確認するための画面
である。言い換えると、撮影終了確認画面１１００は、撮像部１４０による撮像を終了す
るか否かを確認するための画面である。図１９に示すように、撮影終了確認画面１１００
は、コメント１１１０と、同意ボタン１１２０と、不同意ボタン１１３０とを含んでいる
。
【０２３７】
　コメント１１１０は、ユーザが行うべき操作を提示するためのテキストである。具体的
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には、コメント１１１０は、撮像部１４０による撮像を終了するか否かをユーザに確認す
るためのテキストである。例えば、図１９に示すように、「撮影を終了しますか？」とい
うコメント１１１０が表示される。なお、コメント１１１０の代わりに、音声でユーザに
撮影の確認を行ってもよい。
【０２３８】
　同意ボタン１１２０は、ＧＵＩコンポーネントの一例であり、例えば、プッシュボタン
である。同意ボタン１１２０は、撮像部１４０による撮像を終了させるためのボタンであ
り、コメント１１１０に対する同意を示すボタンである。
【０２３９】
　同意ボタン１１２０が選択された場合、撮像部１４０による撮像は終了される。具体的
には、入力部１１０が同意ボタン１１２０の押下を検出した場合に、撮像部１４０は停止
される。
【０２４０】
　不同意ボタン１１３０は、ＧＵＩコンポーネントの一例であり、例えばプッシュボタン
である。不同意ボタン１１３０は、撮像部１４０による撮像を継続させるためのボタンで
あり、コメント１１１０に対する不同意を示すボタンである。
【０２４１】
　不同意ボタン１１３０が選択された場合、撮像部１４０による撮像は継続される。具体
的には、入力部１１０が不同意ボタン１１３０の押下を検出した場合に、撮像部１４０は
、起動されたまま、すなわち、撮像が可能な状態に維持される。
【０２４２】
　これにより、撮影を継続することができるので、撮像部１４０は、複数の画像を取得す
ることができる。
【０２４３】
　このとき、表示制御部１３０は、撮像部１４０によって取得された複数の画像を、新規
シーンのシーンアイコンとして設定することができる。つまり、照明情報管理部１５０は
、撮像部１４０によって取得された複数の画像を、新規シーンのシーンアイコンとして管
理する。
【０２４４】
　以下では、複数の画像を新規シーンアイコンとして表示する例について、図２０～図２
２を用いて説明する。なお、図２０～図２２は、実施の形態の変形例に係るシーン選択画
面の例を示す図である。
【０２４５】
　例えば、図２０に示すシーン選択画面３００ａでは、複数の画像が並んだ状態でシーン
アイコン３１０ａとして表示される。具体的には、表示制御部１３０は、複数の画像を並
んだ状態でシーンアイコン３１０ａとして含むシーン選択画面３００ａを生成し、表示部
１２０に表示させる。このとき、例えば、複数の画像は、二次元に並べられた１枚の画像
として扱われる。
【０２４６】
　また、例えば、図２１に示すシーン選択画面３００ｂでは、複数の画像の少なくとも一
部が重なった状態でシーンアイコン３１０ｂとして表示される。具体的には、表示制御部
１３０は、複数の画像の一部が重なって並んだ状態でシーンアイコンと３１０ｂとして含
むシーン選択画面３００ｂを生成し、表示部１２０に表示させる。このとき、入力部１１
０が複数の画像に対するスクロール操作を検出した場合、表示制御部１３０は、複数の画
像のうち最も手前に表示された画像を他の画像と入れ替えて表示させてもよい。
【０２４７】
　また、例えば、図２２に示すシーン選択画面３００ｃでは、複数の画像の全てが重なっ
た状態でシーンアイコン３１０ｃとして表示される。このとき、表示制御部１３０は、所
定期間が経過した場合に、複数の画像のうち最も手前に表示された画像を他の画像と入れ
替えて表示させる。すなわち、表示制御部１３０は、複数の画像をスライドショー表示さ
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せる。例えば、一定期間が経過する毎に、図２２の（ａ）→（ｂ）→（ｃ）→（ａ）と順
に表示される画像が変化する。
【０２４８】
　これにより、複数の画像をシーンアイコンとして設定するので、ユーザは、複数の画像
からシーンの雰囲気をより容易に確認することができる。例えば、撮影画像を取得する際
に、複数の位置から複数の角度で空間を撮影することで、シーンの雰囲気をより詳しく撮
影画像に残すことができる。
【０２４９】
　なお、複数の撮影画像を取得した場合に、取得した複数の画像をまとめてシーンアイコ
ンとして設定する例について示したが、これに限らない。例えば、ユーザが複数の撮影画
像から１枚の撮影画像を選択し、選択された画像がシーンアイコンとして設定されてもよ
い。
【０２５０】
　具体的には、表示制御部１３０は、複数の撮影画像の中からシーンアイコンとして１枚
の撮影画像を選択させるための画面を生成し、生成した画面を表示部１２０に表示させて
もよい。例えば、表示制御部１３０は、図１７に示すデフォルト画像選択画面１０００に
おいて、複数のデフォルト画像の代わりに複数の撮影画像を表示させればよい。
【０２５１】
　また、上記の各実施の形態では、携帯端末１００の制御方法について、詳細な構成につ
いて説明したが、例えば、シーン名入力画面５００又は撮影確認画面６００などが表示さ
れなくてもよい。具体的には、携帯端末１００は、図２３に示すフローチャートに従って
制御されてもよい。なお、図２３は、実施の形態の変形例に係るシーンの設定方法の一例
を示すフローチャートである。
【０２５２】
　まず、表示制御部１３０は、１以上の照明機器による１以上の照明状態を示す１以上の
シーンに対応する１以上のシーンアイコン３１０と、シーン設定ボタンとを含むシーン選
択画面３００を、表示部１２０へ表示させる（Ｓ３０１）。シーン設定ボタンは、例えば
、作成ボタン３３０及び編集ボタン３４０である。
【０２５３】
　次に、１以上のシーンアイコンのうちの１つのシーンアイコンが選択された場合に（Ｓ
３０２でＹｅｓ）、照明制御部１６０は、選択されたアイコンに対応するシーンが示す照
明状態で空間を照明するように１以上の照明機器を制御するための制御信号を、１以上の
照明機器へ送信させる（Ｓ３０３）。
【０２５４】
　次に、シーン設定ボタンが選択された場合（Ｓ３０４でＹｅｓ）、１以上の照明機器に
よる新たな照明状態を示す新規シーンを設定するための設定画面と、設定完了ボタンとを
含むシーン設定画面を、表示部１２０へ表示させる（Ｓ３０５）。ここで、シーン設定画
面は、例えば、シーン作成画面４００又はシーン編集画面８００である。
【０２５５】
　なお、シーンアイコンが選択されない場合（Ｓ３０２でＮｏ）、及び、シーン設定ボタ
ンが選択されない場合（Ｓ３０４でＮｏ）、表示制御部１３０は、いずれかのボタンが選
択されるまで待機する。
【０２５６】
　次に、表示制御部１３０及び照明制御部１６０は、ユーザによる設定画面の操作によっ
て設定された照明状態を示す設定情報に基づいて１以上の照明機器を制御するための制御
信号を、１以上の照明機器へ送信させる（Ｓ３０６）。
【０２５７】
　次に、設定完了ボタンが選択された後（Ｓ３０７でＹｅｓ）、表示制御部１３０は、撮
像部１４０を起動させる（Ｓ３０８）。
【０２５８】
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　次に、表示制御部１３０は、設定完了ボタンが選択されたときの設定情報を新規シーン
の設定情報として、かつ、撮像部１４０によって画像が取得された場合、当該画像を新規
シーンのシーンアイコンとして、照明情報管理部１５０へ記憶させる（Ｓ３０９）。
【０２５９】
　最後に、表示制御部１３０は、新規シーンのシーンアイコンを含む新規シーン選択画面
７００又は７００ａを、表示部１２０へ表示させる（Ｓ３１０）。
【０２６０】
　以上のように、実施の形態の変形例に係る携帯端末１００の制御方法によれば、新規シ
ーンを作成する際に、１以上の照明機器の設定が完了した後で、当該設定に基づいて１以
上の照明機器によって照明される空間を撮影し、撮影によって取得された画像を新規シー
ンのシーンアイコンとして設定する。つまり、新規シーンの雰囲気を示す画像がシーンア
イコンとして設定される。
【０２６１】
　そして、シーン選択画面では、新規シーンの雰囲気を示す画像がシーンアイコンとして
表示されるので、ユーザは、シーンアイコンを目視するだけで、シーンの雰囲気を容易に
確認することができる。つまり、シーンアイコンが実際のシーンを撮影した画像であるか
ら、ユーザは、視覚的にシーンの雰囲気を容易に確認することができる。
【０２６２】
　また、上記の各実施の形態では、携帯端末１００が、表示制御部１３０、照明情報管理
部１５０及び照明制御部１６０を備える例について説明したが、これに限らない。例えば
、携帯端末１００とネットワークを介して接続されたサーバが表示制御部１３０、照明情
報管理部１５０及び照明制御部１６０を備えてもよい。つまり、携帯端末は、サーバから
ネットワークを介して送信される指示に基づいて、画面の表示及び撮像を行う端末でもよ
い。
【０２６３】
　図２４は、実施の形態の変形例に係る照明システム１０ａを示すブロック図である。図
２４に示すように、照明システム１０ａは、第１携帯端末１２００と、第２携帯端末１２
０１と、第１照明機器２００と、第２照明機器２０１と、サーバ装置１３００とを備える
。
【０２６４】
　第１携帯端末１２００は、空間を照明する１以上の照明機器を制御する端末の一例であ
る。具体的には、第１携帯端末１２００は、１以上の照明機器（図２４に示す例では、第
１照明機器２００及び第２照明機器２０１）を、サーバ装置１３００を介して制御する。
【０２６５】
　図２４に示すように、第１携帯端末１２００は、入力部１１０と、表示部１２０と、撮
像部１４０と、通信部１７０とを備える。
【０２６６】
　各処理部は、サーバ装置１３００からの指示に基づいて処理をする。例えば、表示部１
２０は、サーバ装置１３００の表示制御部１３０によって生成され、通信部１７０を介し
て取得した画面を表示する。また、撮像部１４０は、撮像により取得した画像を、通信部
１７０を介してサーバ装置１３００へ送信する。また、入力部１１０は、ユーザによる操
作入力を、通信部１７０を介してサーバ装置１３００へ送信する。
【０２６７】
　第２携帯端末１２０１は、第１携帯端末１２００と同様に、空間を照明する１以上の照
明機器を制御する端末の一例である。つまり、第１照明機器２００及び第２照明機器２０
１は、第１携帯端末１２００及び第２携帯端末１２０１のそれぞれからの制御が可能であ
る。言い換えると、１以上の照明機器は、１以上の携帯端末のそれぞれによって制御され
うる。なお、第２携帯端末１２０１は、第１携帯端末１２００と同様に、入力部１１０と
、表示部１２０と、撮像部１４０と、通信部１７０とを備える。
【０２６８】
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　サーバ装置１３００は、空間を照明する１以上の照明機器を制御する携帯端末を制御す
るサーバである。具体的には、サーバ装置１３００は、第１携帯端末１２００及び第２携
帯端末１２０１を制御する。
【０２６９】
　図２４に示すように、サーバ装置１３００は、通信部１３１０と、表示制御部１３０と
、照明情報管理部１５０と、照明制御部１６０とを備える。
【０２７０】
　通信部１３１０は、照明制御部１６０によって生成された制御信号を、ネットワークを
介して接続された１以上の照明機器に送信する。また、通信部１３１０は、表示部１２０
へ表示させるための表示制御部１３０によって生成された画面を示す情報を第１携帯端末
１２００に送信する。また、通信部１３１０は、入力部１１０及び表示部１２０を介して
取得されたユーザからの操作入力を第１携帯端末１２００から受信する。また、通信部１
３１０は、撮像部１４０によって取得された画像を第１携帯端末１２００から受信する。
【０２７１】
　例えば、通信部１３１０は、無線ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）モ
ジュール、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）モジュール、ＮＦＣ（Ｎｅａｒ　Ｆｉｅｌｄ
　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）モジュールなどの通信インタフェースである。なお、通
信部１３１０は、有線ＬＡＮ端子などでもよい。
【０２７２】
　例えば、第１携帯端末１２００が第１シーンを作成し、第２携帯端末１２０１が第２シ
ーンを作成した場合を想定する。具体的には、第１携帯端末１２００及び第２携帯端末１
２０１はそれぞれ、サーバ装置１３００と通信することで、第１シーン及び第２シーンを
作成する。このとき、サーバ装置１３００の照明情報管理部１５０は、第１シーン及び第
２シーンを含むシーン情報を管理する。
【０２７３】
　表示制御部１３０は、照明情報管理部１５０によって管理されたシーン情報に基づいて
シーン選択画面を生成するので、シーン選択画面には第１シーンのシーンアイコンと第２
シーンのシーンアイコンとが表示される。これにより、第１携帯端末１２００及び第２携
帯端末１２０１のいずれでも、第１シーン及び第２シーンを選択することができる。
【０２７４】
　以上のように、サーバ装置１３００が１以上の携帯端末及び１以上の照明機器を制御す
ることにより、ユーザにとっての利便性を高めることができる。例えば、ユーザは、１以
上の携帯端末のいずれを用いてシーンを作成したとしても、いずれの携帯端末からもシー
ンの選択が可能となる。
【０２７５】
　なお、このとき、第１携帯端末１２００及び第２携帯端末１２０１が、表示制御部１３
０及び照明制御部１６０を備え、サーバ装置１３００が、照明情報管理部１５０を備えて
もよい。つまり、サーバ装置１３００は、シーン情報及び操作対象照明情報をまとめて管
理し、第１携帯端末１２００及び第２携帯端末１２０１は、制御信号を生成して１以上の
照明機器に送信してもよい。
【０２７６】
　また、各実施の形態において、各ボタンは、プッシュボタンである例について示したが
、これに限らない。例えば、各ボタンは、ラジオボタン、チェックボックス、ドロップダ
ウンリスト、又は、リストボックスなどのＧＵＩコンポーネントでもよい。上記の各実施
の形態において、各構成要素は、専用のハードウェアで構成されてもよく、あるいは、各
構成要素に適したソフトウェアプログラムを実行することによって実現されてもよい。各
構成要素は、ＣＰＵ又はプロセッサなどのプログラム実行部が、ハードディスク又は半導
体メモリなどの記録媒体に記録されたソフトウェアプログラムを読み出して実行すること
によって実現されてもよい。
【０２７７】
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　なお、上述した具体的実施形態には以下の態様を有する発明が主に含まれている。
【０２７８】
　本開示にかかる一の態様は、空間を照明する１以上の照明機器を制御する携帯端末の制
御方法であって、前記携帯端末は、表示部と、撮像部とを備え、前記携帯端末の制御方法
は、前記携帯端末のコンピュータに対して、前記１以上の照明機器による新たな照明状態
を示す新規シーンを設定するための設定画面と、設定完了ボタンとを含むシーン設定画面
を、前記表示部へ表示させ、ユーザによる前記設定画面の操作によって設定された照明状
態を示す設定情報に基づいて前記１以上の照明機器を制御するための制御信号を、前記１
以上の照明機器へ送信させ、前記設定完了ボタンが選択された後、前記撮像部を起動させ
、前記設定完了ボタンが選択されたときの前記設定情報を前記新規シーンの設定情報とし
て、メモリへ記憶させ、かつ、前記撮像部によって画像が取得された場合、当該画像を前
記新規シーンのシーンアイコンとして、前記メモリへ記憶させ、前記新規シーンのシーン
アイコンを含む新規シーン選択画面を、前記表示部へ表示させるものである。
【０２７９】
　これにより、シーンの雰囲気を容易に確認することができる。
【０２８０】
　なお、例えば、シーン選択画面は、前記１以上の照明機器による１以上の照明状態を示
す１以上のシーンに対応するシーンアイコンと、シーン設定ボタンとを含み、前記携帯端
末の制御方法は、さらに、前記シーン選択画面を表示させ、前記１以上のシーンアイコン
のうちの１つのシーンアイコンが選択された場合に、選択されたシーンアイコンに対応す
るシーンが示す照明状態で前記空間を照明するように前記１以上の照明機器を制御するた
めの制御信号を、前記１以上の照明機器へ送信させ、前記シーン設定ボタンが選択された
場合、前記シーン設定画面を、前記表示部へ表示させてもよい。
【０２８１】
　また、例えば、前記シーン設定ボタンは、シーン作成ボタンであり、前記シーン設定画
面の表示では、前記シーン作成ボタンが選択された場合に、前記シーン設定画面を前記表
示部へ表示させ、前記新規シーン選択画面の表示では、前記１以上のシーンアイコンと、
前記新規シーンのシーンアイコンとを含む前記新規シーン選択画面を、前記表示部へ表示
させてもよい。
【０２８２】
　これにより、新規シーン選択画面には、既存の１以上のシーンアイコンと、新たに追加
された新規シーンのシーンアイコンとが表示されるので、ユーザは、表示されたシーンア
イコンを見ながら、新たに追加した新規シーンを選択することができる。シーンアイコン
が撮像部によって取得された画像であるので、ユーザは、シーンの雰囲気を容易に確認す
ることができる。
【０２８３】
　また、例えば、前記シーン設定ボタンは、シーン編集ボタンであり、前記シーン設定画
面の表示では、前記１以上のシーンアイコンのうち１つのシーンアイコンが選択された状
態で前記シーン編集ボタンが選択された場合に、前記シーン設定画面を前記表示部へ表示
させ、前記選択されたシーンアイコンに対応するシーンを編集することで前記新規シーン
を設定してもよい。
【０２８４】
　これにより、選択されたシーンアイコンに対応するシーンを編集するので、例えば、不
要なシーンを必要な新規シーンに置き換えることができる。
【０２８５】
　また、例えば、前記新規シーン選択画面の表示では、前記１以上のシーンアイコンのう
ち前記選択されたシーンアイコンの代わりに、又は、前記１以上のシーンアイコンととも
に、前記新規シーンのシーンアイコンを含む前記新規シーン選択画面を、前記表示部へ表
示させてもよい。
【０２８６】
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　これにより、不要なシーンを削除することができ、あるいは、既存のシーンを残したま
ま新たな新規シーンを保存することができる。例えば、不要なシーンを削除することによ
り、メモリ資源を有効に利用することができる。
【０２８７】
　また、例えば、前記ユーザによる操作前における前記設定画面に設定された照明状態は
、選択されたシーンアイコンに対応するシーンが示す照明状態であってもよい。
【０２８８】
　これにより、操作前における設定画面に設定された照明状態が、選択されたシーンアイ
コンに対応するシーンが示す照明状態であるため、既存のシーンに基づいて新規シーンの
設定ができるので、容易に新規シーンを設定することができる。例えば、既存のシーンと
は少しだけ異なるシーンを設定する場合などに特に有用である。
【０２８９】
　また、例えば、前記携帯端末の制御方法は、さらに、前記設定完了ボタンが選択された
場合に、前記撮像部を起動させるための起動ボタンを、前記表示部へ表示させ、前記撮像
部の起動では、前記起動ボタンが選択された場合に、前記撮像部を起動させてもよい。
【０２９０】
　これにより、撮像部を起動させるための起動ボタンを表示させるので、撮像の必要性を
ユーザに提示することができる。
【０２９１】
　また、例えば、前記起動ボタンの表示では、前記撮像部を起動させないための不起動ボ
タンを、前記起動ボタンとともに前記表示部へ表示させ、前記メモリへの記憶では、前記
不起動ボタンが選択された場合、デフォルト画像を前記新規シーンのシーンアイコンとし
て、前記メモリへ記憶させてもよい。
【０２９２】
　これにより、起動ボタンと不起動ボタンとを表示させるので、ユーザに撮像するか否か
を選択させることができる。
【０２９３】
　また、例えば、前記携帯端末の制御方法は、さらに、前記不起動ボタンが選択された場
合に、複数のデフォルト画像を含むデフォルト画像選択画面を、前記表示部へ表示させ、
前記メモリへの記憶では、前記不起動ボタンが選択された場合、前記複数のデフォルト画
像から選択されたデフォルト画像を前記新規シーンのシーンアイコンとして、前記メモリ
へ記憶させてもよい。
【０２９４】
　これにより、撮像が行われなかった場合でも、複数のデフォルト画像の中から１つのデ
フォルト画像を選択して表示させるので、ユーザに、撮像が行われなかったことを提示す
ることができる。
【０２９５】
　また、例えば、前記起動ボタンの表示では、前記撮像部による撮像を行うか否かを前記
ユーザに確認するためのコメントを、前記起動ボタン及び前記不起動ボタンとともに、前
記表示部へ表示させ、前記起動ボタンは、前記コメントに対する同意を示すボタンであり
、前記不起動ボタンは、前記コメントに対する不同意を示すボタンであってもよい。
【０２９６】
　これにより、撮像部による撮像を行うか否かをユーザに確認するためのコメントを表示
させるので、ユーザは、目視により容易に行うべきことを判断することができる。
【０２９７】
　また、例えば、前記撮像部の起動では、前記設定完了ボタンが選択された場合に、前記
撮像部を起動させてもよい。
【０２９８】
　これにより、設定完了ボタンが選択された場合には撮像部が起動されるので、ユーザに
画像の取得を強く促すことができる。例えば、設定完了ボタンが選択された場合に、直ち
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に、かつ、強制的に撮像部を起動させることで、ユーザに画像の取得をより強く促すこと
ができる。
【０２９９】
　また、例えば、前記新規シーン選択画面では、前記新規シーンのシーンアイコンを、選
択された状態で表示させてもよい。
【０３００】
　これにより、新規シーンのシーンアイコンが選択された状態で表示されて、空間は、新
規シーンに対応する照明状態で照明される。
【０３０１】
　また、例えば、前記携帯端末の制御方法は、さらに、前記設定完了ボタンが選択された
場合、前記ユーザにシーン名を入力させるための入力画面を、前記表示部へ表示させ、前
記メモリへの記憶では、さらに、前記入力画面に入力されたシーン名を前記新規シーンの
シーン名として、前記メモリへ記憶させてもよい。
【０３０２】
　これにより、ユーザに新規シーンのシーン名を入力させることができるので、ユーザは
自身が識別しやすい名称をシーン名として登録することができる。
【０３０３】
　また、例えば、前記メモリへの記憶では、前記撮像部によって複数の画像が取得された
場合、当該複数の画像を前記新規シーンのシーンアイコンとして、前記メモリへ記憶させ
てもよい。
【０３０４】
　これにより、画像を複数回撮影することができるので、例えば、様々な角度から空間を
撮影した画像をシーンアイコンとして利用することができる。したがって、ユーザは、よ
り容易にシーンの雰囲気を確認することができる。
【０３０５】
　また、例えば、前記新規シーン選択画面では、前記複数の画像を並んだ状態で前記シー
ンアイコンとして表示させてもよい。
【０３０６】
　これにより、複数の画像を並べて表示させるので、ユーザは、より容易にシーンの雰囲
気を確認することができる。
【０３０７】
　また、例えば、前記新規シーン選択画面では、前記複数の画像を少なくとも一部が重な
った状態で前記シーンアイコンとして表示させてもよい。
【０３０８】
　これにより、複数の画像を少なくとも一部が重なった状態で表示させるので、１つの画
面に多くの画像を表示させることができる。したがって、ユーザは、より多くの画像を見
ることができ、より容易にシーンの雰囲気を確認することができる。
【０３０９】
　また、例えば、前記新規シーン選択画面では、前記複数の画像に対するスクロール操作
が検出された場合、又は、所定期間が経過した場合、前記複数の画像のうち最も手前に表
示された画像を他の画像と入れ替えて表示させてもよい。
【０３１０】
　これにより、一番手前に表示される画像を入れ替えることができるので、ユーザは、複
数の画像のそれぞれの全体を見ることができ、より容易にシーンの雰囲気を確認すること
ができる。
【０３１１】
　なお、これらの包括的又は具体的な態様は、システム、装置、集積回路、コンピュータ
プログラム又はコンピュータ読み取り可能なＣＤ－ＲＯＭなどの記録媒体で実現されても
よく、システム、装置、集積回路、コンピュータプログラム及び記録媒体の任意な組み合
わせで実現されてもよい。
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【０３１２】
　ここで、上記の各実施の形態の携帯端末を実現するソフトウェアは、次のようなプログ
ラムである。
【０３１３】
　すなわち、当該プログラムは、空間を照明する１以上の照明機器を制御する携帯端末の
制御プログラムであって、前記携帯端末は、表示部と、撮像部とを備え、前記携帯端末の
制御方法は、前記携帯端末のコンピュータに対して、前記１以上の照明機器による新たな
照明状態を示す新規シーンを設定するための設定画面と、設定完了ボタンとを含むシーン
設定画面を、前記表示部へ表示させ、ユーザによる前記設定画面の操作によって設定され
た照明状態を示す設定情報に基づいて前記１以上の照明機器を制御するための制御信号を
、前記１以上の照明機器へ送信させ、前記設定完了ボタンが選択された後、前記撮像部を
起動させ、前記設定完了ボタンが選択されたときの前記設定情報を前記新規シーンの設定
情報として、メモリへ記憶させ、かつ、前記撮像部によって画像が取得された場合、当該
画像を前記新規シーンのシーンアイコンとして、前記メモリへ記憶させ、前記新規シーン
のシーンアイコンを含む新規シーン選択画面を、前記表示部へ表示させる。
【産業上の利用可能性】
【０３１４】
　本発明は、カメラ機能を有する携帯端末の制御方法に利用可能であり、例えば、スマー
トフォンや携帯電話、タブレット端末、ＰＤＡなどに利用することができる。
【符号の説明】
【０３１５】
１０、１０ａ　照明システム
１００　携帯端末
１１０　入力部
１２０　表示部
１３０　表示制御部
１４０　撮像部
１５０　照明情報管理部
１６０　照明制御部
１７０、２１０、１３１０　通信部
２００　第１照明機器
２０１　第２照明機器
２２０　運転制御部
３００、３００ａ、３００ｂ、３００ｃ　シーン選択画面
３１０、３１０ａ、３１０ｂ、３１０ｃ、７１０、７１０ａ　シーンアイコン
３２０、７２０、８４０　シーン名
３３０　作成ボタン
３４０　編集ボタン
３５０、４１３　スクロールボタン
３６０　枠
４００　シーン作成画面
４１０、８１０　設定画面
４１１ａ、８１１ａ　調光スライダ
４１１ｂ、８１１ｂ　調色スライダ
４１２　照明機器名
４２０　完了ボタン
５００　シーン名入力画面
５１０、６１０、９１０、１０１０、１１１０　コメント
５２０　テキストボックス
５３０　確認ボタン
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５４０　キャンセルボタン
６００　撮影確認画面
６２０、９２０、１１２０　同意ボタン
６３０、９３０、１１３０　不同意ボタン
７００、７００ａ、７００ｂ　新規シーン選択画面
８００　シーン編集画面
８３０　削除ボタン
９００　保存確認画面
１０００　デフォルト画像選択画面
１０２０　デフォルト画像
１１００　撮影終了確認画面
１２００　第１携帯端末
１２０１　第２携帯端末
１３００　サーバ装置

【図１】 【図２】
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【図１６】 【図１７】

【図１８】
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【図２１】 【図２２】
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